
【新規事業】

H28 H29 H30

0 0 0
407 407 407

2016推進計画（平成28～30年度）の内示について

№ 事業名 事業概要
事業費（千円）

内示

4035,452403

心の教育推進事業と郷土資料教材化事業を統合し、学校
教育推進方針を軸とした学校教育推進事業を進める。
⇒継続事業として計上（旧：心の教育推進事業、郷土資
料教材化事業を統合）

地域に根ざした特
色ある学校教育推
進事業
【学校教育課】

採択
要求どおり

－

本市の魅力をＰＲするとともに、スポーツ・健康づくり
活動を展開する。
⇒行政組織の再編に合わせて検討（観光・イベント課）

スポーツ地域活性
化事業【社会教育
課】

7

北広島生まれの軽スポーツを普及・推進するとともに、
本市の魅力として情報発信する。
⇒ゴロッケーの普及については、シティーセールスとの
連携による知名度向上手法等について要検討

ゴロッケー普及推
進事業
【社会教育課】

6

2,6442,444

不採択

2,944

9,300
大曲東小学校は、平成3年度に新築され、築後24年が経
過し、老朽化が顕著であるため、校舎の大規模改造工事
を実施する。H30:実施設計　H31～H32：工事・工事監理

大曲東小学校校舎
大規模改造事業
【教育総務課】

採択
要求どおり

540
老朽化が著しいことから、計画的な改修を行う。
⇒年度ごとの事業費の平準化を念頭に改修計画を策定

住民プール改修事
業
【社会教育課】

8,900

大曲中学校校舎(北校舎を除く）は、昭和53年度から平
成2年度にかけて3回増築され、築後37年から25年が経過
し、老朽化が顕著であるため、校舎の大規模改造工事を
実施する。H30:実施設計　H31～H32：工事・工事監理

大曲中学校校舎大
規模改造事業
【教育総務課】

採択
要求どおり

1,090
平成9年度講堂に更新した温度保持換気設備機器類の更
新を実施する。
H30:実施設計　H31：工事・工事監理

北の台小学校講堂
防音機能復旧事業
【教育総務課】

採択
要求どおり

1,570
平成11年度校舎に更新した温度保持換気設備機器類の更
新を実施する。
H30:実施設計　H31：工事・工事監理

大曲小学校校舎防
音機能復旧事業
【教育総務課】

採択
要求どおり

－
採択

要求どおり

大曲中学校屋体大
規模改造事業
【教育総務課】

大曲中屋内体育館は、昭和62年度に改築され、築後28年
が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造
工事を実施する。H28:工事・工事監理
⇒継続事業として計上（旧：屋体大規模改造・非構造部
材耐震化事業を分割）

－
採択

要求どおり

西の里中学校屋体
大規模改造事業
【教育総務課】

西の里中屋内体育館は、昭和63年度に改築され、築後27
年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改
造工事を実施する。H28:工事・工事監理
⇒継続事業として計上（旧：屋体大規模改造・非構造部
材耐震化事業を分割）

8

2

4

3

1

保留

採択
要求どおり

－
採択

要求どおり

大曲東小学校屋体
大規模改造・非構
造部材耐震化事業
【教育総務課】

大曲東小屋内体育館は、平成3年度に新築され、築後24
年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改
造工事及び非構造部材耐震化工事を実施する。H28:工
事・工事監理
⇒継続事業として計上（旧：屋体大規模改造・非構造部
材耐震化事業を分割）

－
採択

要求どおり

東部中学校屋体大
規模改造・非構造
部材耐震化事業
【教育総務課】

東部中屋内体育館は、平成元年度に新築され、築後26年
が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造
工事及び非構造部材耐震化工事を実施する。H28:工事・
工事監理
⇒継続事業として計上

440 4405
採択

要求どおり

子どもの体力向上
推進研究事業
【学校教育課】

幼・保・小・中と連携した体力づくりや運動習慣、基本
的な生活習慣をつくることを目的とした、検討チームを
立ち上げる。小学校低学年における運動嫌いを少なくす
るための、外部指導者の派遣を行う。

440

－
採択

要求どおり

幼保小連携推進事
業
【教育総務課】

乳幼児期の子どもたちの健やかな成長を保障し、「学び
の芽生え」「自覚的な学び」を育むため、幼稚園や保育
園における教育・保育環境から小学校の学習・生活環境
への円滑な接続を図る。
⇒継続事業として計上

110 110 0

237,700

173,000

112,300

104,900



0 0
0 300 300

20,0002,500

緑葉公園体育施設
改修事業
【社会教育課】

採択
要求どおり

54
老朽化が著しいことから、計画的な改修を行う。
⇒年度ごとの事業費の平準化を念頭に改修計画を策定

2,000

平成２年に完了した補修工事から２５年を経て老朽化が
目立っている。国指定史跡「旧島松駅逓所」を永続的に
維持し保存活用するため、建物及び敷地内の池、見本
田、記念碑、植栽、柵などの大規模改修を行う。

旧島松駅逓所大規
模改修事業【エコ
ミュージアムセン
ター】

採択
要求どおり

11

青少年の芸術文化活動を振興していくため、地域におけ
る教育環境の整備を進めてくことを目的として、特に芸
術文化活動において、北海道内で優秀な成績を収め、北
海道代表として全国大会に出場する児童・生徒へ、大会
出場に関する経費（参加旅費等）の一部を補助する。
⇒平成29年度での芸術文化振興審議会からの答申をもっ
て事業化を検討

児童・生徒全国文
化大会参加支援事
業
【文化課】

不採択10

9



【拡大事業】

変更 H28 H29 H30

既存分
3,661
 2､730

3,726
 2､730

3,726
 2､730

拡大分
0

931
0
996

0
996

既存分
2,066
 1､100

2,103
 1､100

2,103
 1､100

拡大分
0

966
0

1,003
0

1,003

既存分 2,806
2,855
2,806

2,855
2,806

拡大分
0

448
0
496

0
496

既存分
4,780
4,630

4,703 4,703

拡大分
0

150
0 0

既存分 11,664
6,465
1,574

6,465
1,574

拡大分
0

4,892
0

4,892

既存分
15,770
 17､032

15,770
 17､032

15,770
 17､032

拡大分
0

1,003
0

1,003
0

1,003

既存分 15,680 15,711 15,877

拡大分 0 7,037 7,037

既存分 455
934
455

837
455

拡大分
0
479

0
382

既存分
1,716
1,041

1,666
1,041

1,666
1,041

拡大分
0

675
0
625

0
625

既存分 120 120 120

拡大分
0

360
0
450

0
450

既存分 7,935 7,935 7,935

拡大分 1,856 1,856 1,856

既存分 18,307 18,307 18,307

拡大分
5,521
6,491

5,521
6,491

5,521
6,491

4
学校支援地域本部
事業
【社会教育課】

学校を地域で支える体制の充実を図るため、学校
支援コーディネーターを非常勤化する。
⇒非常勤職員の配置については、総務部の人員配
置により査定

5
生涯学習振興会支
援事業
【社会教育課】

団地地区生涯学習振興会の設置と振興会交付金の
見直しを行う。
⇒事業周知については広報折り込みではなく、町
内会回覧などを活用

保留

採択
減額査定

－
小中学校周辺環境
整備事業
【教育総務課】

市内小中学校敷地内にある駐車場舗装やグレーチ
ングなどの外構工事、屋外物置などの付属建築物
及び屋外施設（遊具、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ散水栓、ﾃﾆｽｺｰﾄ、ﾌｪ
ﾝｽ、防球ﾈｯﾄ、樹木の剪定等）を計画的に更新す
る。
⇒継続事業として計上

1
学校図書館活用事
業
【学校教育課】

学校図書館の充実や、教育活動の支援の充実を図
るため、学校規模の大きい中学校には学校司書を1
名配置とするため、学校司書を1名増員する。
⇒学校司書については、現行のままとする。継続
事業分は2015推進計画での査定額

採択
要求どおり

不採択

－
姉妹都市子ども大
使交流事業
【教育総務課】

小中学生が姉妹都市である東広島市と相互訪問す
ることにより、両市の友好親善を深めるとともに
ふるさと意識を高める。また、広島市原爆死没者
慰霊式並びに平和祈念式への参列と、ひろしま子
ども平和の集いへの参加等を通して、平和を尊ぶ
心を養い、学習成果の還流を図る。
⇒継続事業として計上

－
学校教育団体活動
支援事業
【教育総務課】

教職員の資質の向上と教育内容及び学校経営の充
実を図るため、教育関係団体が行う活動の経費の
一部を助成する。
⇒継続事業として計上

採択
減額査定

採択
要求どおり

－
学校事務機器整備
事業
【教育総務課】

学校事務の効率化、児童生徒の確かな学力の定
着・向上、保護者・地域との連携を図るために、
学習プリントや保護者・地域へ配布する印刷物作
成に必要な事務機器等を整備する。
⇒継続事業として計上

－
学校施設管理機器
整備事業
【教育総務課】

良好な教育環境を維持するために必要な草刈機、
除雪機などの管理機器の保守管理及び修繕を行う
とともに、耐用年数を経過した機器を更新する。
⇒継続事業として計上

採択
要求どおり

採択
要求どおり

№ 事業名 事業概要
事業費（千円）

2016推進計画（平成28～30年度）の内示について

内示

2
外国語指導助手活
用事業
【学校教育課】

新学習指導要領が前倒しになる予定を受け、平成
29年度から移行措置となる小学校外国語活動の小
学校3年生からの支援を行う為、外国語指導助手を
2名増員する。

－

コミュニティ・ス
クール推進事業
（名称変更）
【学校教育課】

現在西部中学校区で行なっているコミュニティ・
スクールを、他の中学校区に広げていく。
⇒継続事業として計上

採択
要求どおり

採択
要求どおり

－
放課後子ども教室
事業
【学校教育課】

児童の居場所づくりため、小学校の余裕教室等で
学習活動や体育活動を実施する。平成28年度から
新たな小学校区で放課後子ども教室を開催する。
⇒継続事業として計上

3
家庭教育支援事業
【社会教育課】

子どもたちの学力向上の基礎となる生活習慣づく
りを進めるため、実践活動として「子ども朝活」
事業を市内各地で展開する。
⇒子ども朝活のあり方や運営方法について検討が
必要

採択
要求どおり

不採択



既存分
324
0

324
0

324
0

拡大分
0

324
0
324

0
324

既存分 600 542 500

拡大分
0

153
0
153

0
153

既存分 1,109 1,109 1,109

拡大分
0

224
0
224

0
224

既存分 5,273 5,273 5,273

拡大分
0

782
0
782

0
782

既存分 0 0 0

拡大分 ― ― ―

既存分 5,268 5,777 5,777

拡大分 3,100 3,100 3,100

－
自然の森キャンプ
場整備事業
【社会教育課】

駐車場が不足していることから隣地の賃貸借な
ど、対応を検討する。
⇒継続事業として計上。事業費は予算編成で検討

9

エコミュージアム
普及推進事業【エ
コミュージアムセ
ンター】

市内各地にある地域遺産の説明板及び案内標柱等
を設置する。また、膨大な所蔵資料の整理とシス
テム入力等に係る業務や旧島松駅逓所大規模改修
に伴う業務増に対応するため、委託等に掛かる経
費を計上する。

採択

採択
要求どおり

7
スポーツアカデ
ミー事業
【社会教育課】

ジュニアスポーツ選手の育成強化を図るため、中
学校部活動支援などを拡大する。
⇒スポーツ団体との連携方法について検討が必要

8
学校施設（体育
館）開放事業
【社会教育課】

有料化に伴い、管理体制を充実させることから、
事業を拡大する。
⇒委託については、現在の運用体制の見直しなど
を行ったうえ検討

不採択

不採択

－

きたひろしま30㎞
ロードレース連携
事業
【社会教育課】

本市の魅力を発信する事業であることから、参加
記念品を提供する。
⇒継続事業として計上

6
市民スポーツ活動
推進事業
【社会教育課】

事業の見直しを行い、スポーツ・健康づくり事業
を展開する。
⇒事務事業評価において、各種大会への補助の拡
大を検討すべき

採択
要求どおり

不採択



【継続事業における見直し・工夫した事業】

変更 H28 H29 H30

変更前 78,221 86,635 99,445

変更後 78,133 73,482 76,868

変更前 427,400

変更後 279,200 186,300

変更前 450 450 450

変更後 0 0 0

変更前 336 336 336

変更後 0 0 0

変更前 65 65 65

変更後 821 821 821

変更前 8,877 8,929 8,929

変更後 9,719 8,944 8,944

変更前 24,460 26,927 30,000

変更後 33,228 27,347 30,000

変更前 9,983 4,627 4,627

変更後
9,983

0
4,627
10,122

4,627
4,666

2016推進計画（平成28～30年度）の内示について

№ 見直し内容・変更事項
事業費（千円）

内示 事業名

3 新たな「青少年健全育成事業」に統合する。

1

Ｈ29予定だった校務システムを前倒し、Ｈ28.10月
から導入を図る。経費は、Ｈ28に予定していた教
育用サーバ更新のＨ27前倒しと、Ｈ27校務用ＰＣ
更新に伴う償還額の減額により、事業費を拡大せ
ずに実施する。

2
工事の実施時期を平成29年度の単年度から平成29
～30年度の2ヶ年に変更する。

採択
要求どおり

採択
要求どおり

事業終了

学校ICT環境整備
事業
【教育総務課】

東部中学校校舎大
規模改造事業
【教育総務課】

青少年健全育成連
絡協議会支援事業
【学校教育課】

4 新たな「青少年健全育成事業」に統合する。

5

「青少年健全育成振興事業事業」を「青少年健全
育成事業」とし「青少年健全育成連絡協議会支援
事業」と「青少年健全育成啓発事業」を統合す
る。

事業終了

採択
要求どおり

青少年健全育成啓
発事業
【学校教育課】

青少年健全育成事
業
【学校教育課】

8
採択

要求どおり

適正で透明な会計処理及び給食収納に係る教職員
の事務負担の軽減のため、収納管理システムを構
築し学校給食費の公会計化については、市におい
て収納管理の一元化を行うよう進めていることか
ら、平成29年度から実施するよう見直す。
⇒査定段階において変更前の要求内容に修正

6
採択

要求どおり

不審者メール配信システムの導入から5年が経過
し、基本ソフト（OS）のサポート期限が近づいて
いることや庁内にサーバーを設置しないサービス
利用方式とすることで保守経費の低減を図る。ま
た、保育課がメール配信導入を考えていることか
ら件数按分することで導入経費を抑制できる。

7
採択

要求どおり

文化施設の安全性や利便性などの機能維持を図る
ため、各機器等の耐用年数なども考慮しながら、
保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を計
画的に修繕。練習室床修繕・文化施設内椅子修繕
を追加

青少年安全対策事
業
【学校教育課】

文化施設修繕事業
【文化課】

学校給食公会計化
事業
【給食センター】





教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

施策1

1

2

3

200 児童家庭課 93,792 79,342 79,342 79,342 継続

201 児童家庭課 ＜1,148＞ 1,148 1,148 1,148 継続

202 教育総務課 160 160 162 162 継続

203 教育総務課 6,886 6,886 6,977 6,977 継続

376 教育総務課 0 110 110 0 継続

377 学校教育課 0 440 440 440 新規

施策2

1

2

3

4

301 教育総務課 7,842 7,842 7,982 7,982 継続

252 学校教育課 183 175 177 177 継続

302 学校教育課 34 403 5,452 403 継続

250 学校教育課 6,219 6,198 6,198 6,198 継続

303 学校教育課 15,299 15,770 15,770 15,770 継続

344 学校教育課 0 0 0 拡大不採択

施策3

1

2

3

4

304 学校教育課 2,381 2,421 2,421 2,421 継続

306 学校教育課 5,367 5,367 5,474 5,474 継続

経常 教育総務課 8,112 8,112 8,112 8,112 継続

経常 教育総務課 10,934 10,934 10,934 10,934 継続

施策4

1

2

212 教育総務課 66,906 78,134 73,483 76,868 見直し学校ICT環境整備事業　⇒Ｈ28校務支援システム導入

情報化社会へ適応するための情報処理能力の向上、ICTを活用した授業による学力の向上、校務処理の効率化を図るため、教育用、校務用PC、周辺機器等の計画的な更新を行う。

小学校教育振興経費（教材・教具等）（経常分8,047・臨時分65）

中学校教育振興経費

中学校教育振興経費（教材・教具等）（経常分7,926・臨時分3,008）

ＩＣＴ活用による教育の充実

確かな学力をより効果的に育成するため、ＩＣＴの積極的な活用など指導方法・指導体制の工夫改善を図ります。

教員のＩＣＴ活用指導力向上のための研修等を充実します。

学力検査等の結果を生かした授業方法の改善に努めます。

学校教育相談員活用事業

学校を取り巻く環境は非常に複雑化してきており、課題も指摘されていることから、それらの課題を的確に取り組んでいくために、専門的知識や経験豊富な教員経験者を配置する。

学力向上推進事業

標準学力検査の実施、全国学力・学習状況調査の参加、学力向上プロジェクト推進委員会(仮）の開催

小学校教育振興経費

確かな学力を育てる教育の充実

基礎・基本をしっかり身に付けさせ、それらを活用していく力を育てるために、個に応じたきめ細かな指導の充実を図ります。

総合的な学習の時間を中心に、体験的・問題解決的及び探求的な学習を推進します。

学ぶ喜びや楽しさが実感できるような授業のあり方について実践的な研究を推進します。

心の教室相談事業

小中学校に心の教室相談員を配置（1人当たり年間400時間）し、児童生徒の悩みや不安、ストレス等の解消を図るとともに、いじめや不登校の未然防止と早期把握に努める。

学校図書館活用事業

学校図書の購入・更新事業、学校図書ネットワークシステム借上げ、学校図書業務委託、図書司書の配置

学校図書館活用事業【拡大】

学校図書館の充実や、教育活動の支援の充実を図るため、学校規模の大きい中学校には学校司書を1名配置とするため、学校司書を1名増員する。学校司書については現行のまま

学校教育振興事業

総合学習や学校の創意工夫を生かした特色ある学校づくり事業等を通して、子どもたちの「生きる力」や、自ら課題を見つけ、主体的、創造的に取り組む資質を養う。

創意工夫展・書写展事業

科学技術への興味関心を高め、児童生徒の創意・創造性を育成するため創意工夫展を開催する。日本伝統の毛筆・硬筆を通じて児童生徒の豊かな情操を養うため書写展を開催する。

地域に根ざした特色ある学校教育推進事業⇒旧：心の教育推進事業、「郷土資料教材化事業」を統合

心の教育推進事業と郷土資料教材化事業を統合し、学校教育推進方針を軸とした学校教育推進事業を進める。

幼・保・小・中と連携した体力づくりや運動習慣、基本的な生活習慣をつくる。小学校低学年における運動嫌いを少なくするため外部指導者の派遣を行う。

豊かな心を育む教育の充実

人を思いやる心や人とかかわる力を育てる豊かな体験活動を推進します。

基本的な倫理観や思いやりの心などを育む教育を推進します。

いじめ、不登校や様々な問題に適切な対応をするとともに、自他の理解を深め、よりよい人間関係を醸成する生徒指導を充実します。

豊かな感性や想像力を育む読書活動を推進します。

市内私立幼稚園８園の連携、協力体制を強化し、幼児教育の振興を図るため、幼稚園協会を支援する。

幼稚園振興事業

幼児教育の振興と保護者の負担軽減を図るため、幼稚園教員研修、教材教具の整備並びに障がい児の受け入れに係る人件費等の経費を助成する。

幼保小連携推進事業

家庭、幼稚園、保育園での子育てから、社会生活を営む上での基礎を身につける小学校への育ちの変化にスムーズに移行できるように、各関係機関との連携や家庭への情報提供を行う。

子どもの体力向上推進研究事業

幼稚園就園奨励費事業

私立幼稚園に通園する市内在住園児の保護者に、入園料、保育料等の減免措置を行う幼稚園の設置者に対し、文部科学省が示す補助限度額と同額の補助を実施する。

幼稚園就園準備支援事業

幼稚園の実施する満2歳児を対象とした子育て支援事業に参加する保護者の負担軽減を行い、幼児教育への参加を側面から支援する。

幼稚園協会連携事業

第3章   大志をいだき学ぶまち　～人と文化を育む８つの政策と２４の施策～

政策１　「生きる力」を育む学校教育の推進

幼児教育の振興・充実

多様な体験を重視した特色ある幼児教育を奨励するとともに、障がい児の幼稚園への入園を支援します。

家庭・地域と幼稚園等の連携を重視するとともに、幼稚園、保育所、小学校の連携を推進します。

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

教育環境の向上、教職員研修の充実を図るため幼稚園活動への支援を行います。
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策5

1

2

3

4

223 教育総務課 5,323 5,323 5,411 5,411 継続

225 教育総務課 2,100 2,100 2,100 2,100 継続

208 給食センター 90 64 64 64 継続

207 給食センター 3,850 7,702 7,862 8,022 継続

350 給食センター 0 9,983 4,627 4,627 継続

経常 学校教育課 14,352 14,352 14,352 14,352 継続

経常 学校教育課 4,612 4,612 4,612 4,612 継続

経常 給食センター 714 554 198 198 継続

経常 給食センター 14,651 10,142 10,142 10,142 継続

経常 給食センター 256,022 256,022 256,022 256,022 継続

経常 給食センター 37 37 37 37 継続

施策6

1

2

3

209 学校教育課 2,155 2,222 2,265 1,976 継続

211 学校教育課 36,646 42,462 42,462 42,462 継続

経常 学校教育課 652 652 652 652 継続

経常 学校教育課 5,111 5,111 5,111 5,111 継続

経常 学校教育課 76 76 76 76 継続

施策7

1

2

3

4

5

213 学校教育課 15,446 15,680 15,711 15,877 継続

378 学校教育課 0 7,037 7,037 拡大

228 学校教育課 2,587 0 0 0 統合

300 教育総務課 2,806 2,806 2,855 2,855 継続

社会科副読本の編集委員会の開催及び改訂版の作成、郷土資料教材化編集委員会の開催のデジタル教材の更新

姉妹都市子ども大使交流事業

小中学生による姉妹都市東広島市との相互訪問により、両市の友好親善を深めるとともにふるさと意識を高める。広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式等への参列。

英語指導助手を4名任用し、中学校の外国語授業及び小学校の外国語活動に派遣し、担当教師とともにチーム・ティーチングで授業を実施する。

外国語指導助手活用事業【拡大】

新学習指導要領が前倒しになる予定を受け、平成29年度から移行措置となる小学校外国語活動の小学校3年生からの支援を行う為、外国語指導助手を2名増員する。

郷土資料教材化事業　⇒　「地域に根ざした特色ある学校教育推進事業」へ統合

国際化に対応するため、外国語指導助手（ALT)のもと、コミュニケーション能力の育成を図ります。

情報活用能力の育成や情報モラル教育を推進します。

市の共通実践課題として、環境、福祉、人権、平和教育を位置づけ、より充実・発展させるための取組みを推進します。

姉妹都市東広島市との交流を通して、お互いの歴史や文化を理解し、ふるさと意識の醸成を推進します。

望ましい社会性や勤労観・職業観を育成するキャリア教育を推進します。

外国語指導助手活用事業

特別支援教育を必要とする児童生徒の就学について調査検討する委員会を開催

特別支援教育アドバイザーの配置

障がい児教育の専門的な知識を有する人材を学校教育課に２名配置する。（非常勤）

特別支援教育関連協議会

障がい児教育の振興を図るため、北海道障害児教育連盟、北海道言語障害児研究協議会への参加

社会の変化や課題に対応した教育の推進

特別支援学校や関係機関との連携を充実します。

特別支援教育就学奨励費援助事業

特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者の負担を軽減するため、学用品費等を支援する。　また、通級教室児童を対象に通学費援助も行う。

特別支援教育推進事業

特別支援学級児童生徒支援へ介助員配置、通常学級児童支援の特別支援教育支援員の配置、各研修事業の実施 他　Ｈ28年度まですべての小中学校に配置

就学指導委員会

学校給食を提供する為の運営経費　栄養士・ボイラー技士等の報酬ほか(小・中)

北海道学校給食研究協議会負担金

学校給食に係る調査研究及び情報交換を行い学校給食の向上を図る　道内市町村が会員

特別支援教育の充実

通常の学級、特別支援学級、通級指導教室での一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援を充実します。

特別支援教育コーディネーターを中心として全教職員による推進体制を充実します。

学校管理下中の児童生徒の事故に対する医療費等への補償対応　（小・中）

北広島市小・中学校給食運営委員会経費

学校給食の運営を行うための助言を受ける委員会　委員13名 （小・中）

学校給食施設維持管理経費

学校給食を提供する為の施設維持管理経費　（小・中）

学校給食運営経費

学校給食費公会計化事業

適正で透明な会計処理及び給食費収納に係る教職員の事務負担の軽減のため、現在は私会計で運営している学校給食費を平成28年4月から公の市会計に組み込む。

学校保健事業

各種検診事業、関係備品購入、健康づくり研修会の開催　（小・中）

スポーツ振興センター負担金等

給食や関連する教科等を通して自分で健康を考える力を育み、将来にわたって健康な生活が送れるように食の指導の充実を図る。

学校給食衛生管理事業

給食用食品の微生物検査・理化学検査の実施、給食施設・設備の更新

児童生徒が安心して学校生活が過ごせるよう、地域ぐるみで安全・安心な環境づくりを推進します。

中学校体育連盟支援事業

北広島市中学校体育連盟が実施する市内、管内大会を通じて、中学生の体位、体力の向上、スポーツに対する意識の向上と心身の健全な育成を図るため、同連盟に事業費を交付する。

全国全道中体連・中学校文化部活動大会出場支援事業

中学校の生徒が、日本及び北海道中学校体育連盟主催大会に出場する場合や、予選大会を経て全道規模以上の文化部活動大会等に出場する場合にその派遣に要する費用の一部を助成する。

食に関する指導の推進事業

健やかな体を育てる教育の充実

健康に必要な知識・実践的な態度を身につけるために、保健教育や体力向上の取組みを推進します。

望ましい食習慣を身につけ、家庭や地域と連携した食育を推進します。

安全で安心な給食を提供する取組みを進めるとともに、施設・設備の整備を進めます。
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策8

1

2

3

4

215 学校教育課 276 276 207 207 継続

353 学校教育課 394 455 934 837 継続

施策9

1

2

3

4

5

6

7

216 教育総務課 4,630 4,780 4,703 4,703 継続

229 学校教育課 12,604 2,167 1,625 9,427 継続

240 教育総務課 673 673 686 686 継続

218 教育総務課 745 3,661 3,726 3,726 継続

231 教育総務課 9,807 20,000 20,000 20,000 継続

217 教育総務課 3,248 3,272 3,272 3,272 継続

222 教育総務課 412 2,066 2,103 2,103 継続

236 教育総務課 81,507 0 0 15,815 継続保留

271 教育総務課 1,030 21,650 0 0 継続

360 教育総務課 0 0 0 0 継続

257 教育総務課 0 279,200 186,300 見直し

276 教育総務課 1,030 33,820 0 継続

363 教育総務課 0 1,310 53,870 継続

364 教育総務課 0 1,230 42,930 継続

369 教育総務課 1,110 32,400 0 0 継続

375 教育総務課 8,659 11,664 6,465 6,465 継続

361 教育総務課 0 104,900 0 0 継続

379 教育総務課 0 112,300 0 0 継続

380 教育総務課 0 173,000 0 0 継続

381 教育総務課 0 237,000 0 0 継続

362 教育総務課 0 0 0 1,090 新規

382 教育総務課 0 0 0 1,570 新規

338 教育総務課 0 0 0 9,300 新規

383 教育総務課 0 0 0 8,900 新規

築後37年から25年が経過し（北校舎を除く）老朽化が顕著であるため、校舎の大規模改造工事を実施する。H30:実施設計　H31～H32：工事・工事監理

平成9年度講堂に更新した温度保持換気設備機器類の更新を実施する。H30:実施設計　H31：工事・工事監理

大曲小学校校舎防音機能復旧事業

平成11年度校舎に更新した温度保持換気設備機器類の更新を実施する。H30:実施設計　H31：工事・工事監理

大曲東小学校校舎大規模改造事業

平成3年度に新築され、築後24年が経過し、老朽化が顕著であるため、校舎の大規模改造工事を実施する。H30:実施設計　H31～H32：工事・工事監理

大曲中学校校舎大規模改造事業

昭和63年度に改築され、築後27年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造工事を実施する。H28:工事・工事監理

大曲東小学校屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業（旧：屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業を分割）

平成3年度に新築され、築後24年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造工事及び非構造部材耐震化工事を実施する。H28:工事・工事監理

東部中学校屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業（旧：屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業を分割）

平成元年度に新築され、築後26年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造工事及び非構造部材耐震化工事を実施する。H28:工事・工事監理

北の台小学校講堂防音機能復旧事業

市内小中学校敷地内にある駐車場舗装やｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞなどの外構工事、屋外物置などの付属建築物及び屋外施設(遊具､ｸﾞﾗﾝﾄﾞ散水栓､ﾃﾆｽｺｰﾄ､ﾌｪﾝｽ､防球ﾈｯﾄ等)を計画的に更新する。

大曲中学校屋体大規模改造事業（旧：屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業を分割）

屋内体育館は、昭和62年度に改築され、築後28年が経過し、老朽化が顕著であるため、屋体の大規模改造工事を実施する。H28:工事・工事監理

西の里中学校屋体大規模改造事業（旧：屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業を分割）

平成6年度に更新した温度保持換気設備機器類の再更新を実施する。Ｈ29実施設計委託　Ｈ30工事及び工事監理委託

東部中学校講堂防音機能復旧事業

温度保持換気設備機器類の再更新を実施する。Ｈ27実施設計委託　Ｈ28工事及び工事監理委託

小中学校周辺環境整備事業

築後25年が経過し老朽化が進んでいるため、校舎棟の大規模改造工事を実施する。Ｈ26実施設計委託　工事期間をH29、H30の2カ年で実施

大曲東小学校講堂防音機能復旧事業

温度保持換気設備機器等の老朽化により、本来の機能が低下し、良好な教育環境が阻害されるため、設備機器を新機種に更新する。Ｈ28実施設計委託　H29工事及び工事監理委託

西の里中学校校舎防音機能復旧事業

平成8年度に更新した温度保持換気設備機器類の再更新を実施する。Ｈ29実施設計委託　Ｈ30工事及び工事監理委託

西の里小学校校舎防音機能復旧事業

学校施設非構造部材耐震化事業

市内小中学校体育館の非構造部材（吊り天井、照明器具、ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ等）について耐震改修を実施。H25調査　事業を延長。H31実施設計委託　 H32以降工事、工事監理委託　

東部中学校校舎大規模改造事業

昭和52年度に建設され、築後38年余が経過し老朽化が進んでいることから、校舎棟の大規模改造工事と耐震化の必要な体育館の地震補強工事及び大規模改造工事を合せて実施する。

東部小学校講堂防音機能復旧事業

温度保持換気設備機器等の老朽化により、本来の機能が低下し、良好な教育環境が阻害されるため、設備機器を新機種に更新する。H28講堂防機能音復旧工事

良好な教育環境を維持するために必要な草刈機、除雪機などの管理機器の保守管理及び修繕を行うとともに、耐用年数を経過した機器を更新する。

緑陽中学校校舎・屋体地震補強・大規模改造事業⇒学校の適正配置の方針が確定した段階で実施

学校放送設備整備事業

学校の放送設備や視聴覚設備の老朽化に伴う整備や時代に合った設備に更新することにより、設備を有効に活用し、教育活動の充実を図る。

理科教材等整備事業

国の補助を受け、理科教育で必要となる教材教具を小中学校に購入・更新し、教育の充実を図る。

学校施設管理機器整備事業

小中学校用教科書が全面改訂に伴う教師用教科書、指導書の整備　（小　中）

学校施設空気環境測定事業

シックスクール対策の一環として、「学校環境衛生上の基準」に基づき、教室内のホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物について空気中濃度測定を実施し、良好な衛生環境確保に努める。

学校事務機器整備事業

学校事務の効率化、児童生徒の確かな学力の定着・向上、保護者・地域との連携を図るために、学習プリントや保護者・地域へ配布する印刷物作成に必要な事務機器等を整備する。

小・中・高等学校教育等への就学を支援します。

学校教育団体活動支援事業

教職員の資質の向上と教育内容及び学校経営の充実を図るため、教育関係団体が行う活動の経費の一部を助成する。

教師用指導書等整備事業

研修機会の充実や適切な教職員評価を通じて、教職員の資質の向上を図ります。

適正な規模の集団の中で学ぶことができる環境づくりを推進します。

教育施設の老朽化や、児童生徒数の増減に対応した施設の整備を推進します。

児童生徒の安全と学習環境の向上に配慮した施設・設備の整備を推進します。

二学期制や小中一貫教育等の新しい教育システムについて検討を進めます。

家庭、地域による学校への支援を支える取組みを推進します。

学校評議員（各5名）、学校関係者評価委員（各8名）の委嘱 他、 運営費交付金1校23,000円　

コミュニティ・スクール推進事業【旧：コミュニティ・スクールの導入促進に関する調査研究事業】

H25コミュニティ・スクール導入調査研究を実施以降、継続実施と他中学校区に広げていく。

教育環境の整備

開かれた学校づくりの推進

家庭や地域の教育的ニーズに対応した教育活動を推進します。

学校経営プログラムによる学校経営の推進とマネジメント・サイクルによる学校改善を推進します。

学校関係者からの学校に対する評価や結果、教育活動の成果について、保護者や地域に周知するなど、広報活動を充実します。

地域の方々の教育活動への参加や学校資源を地域へ提供するなど学校と地域の双方向の連携を推進します。

学校評議員等運営支援事業

政策２　信頼され、魅力ある学校づくりの推進
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

317 社会教育課 7,872 7,935 7,935 7,935 継続

359 社会教育課 1,856 1,856 1,856 拡大保留

220 学校教育課 2,569 3,153 3,153 3,153 継続

232 学校教育課 2,400 2,800 2,600 2,600 継続

221 学校教育課 125,160 127,012 124,800 121,747 継続

233 学校教育課 5,400 5,400 5,400 5,400 継続

309 教育総務課 1,350 1,350 1,371 1,371 継続

経常 教育総務課 157 157 157 157 継続

経常 教育総務課 118,300 110,160 110,160 110,160 継続

経常 教育総務課 89,742 86,694 86,694 86,694 継続

経常 学校教育課 551 551 551 551 継続

経常 学校教育課 28 28 28 28 継続

経常 学校教育課 48 48 48 48 継続

奨学生を選考するための委員会開催

北広島市立小学校及び中学校通学区域審議会

通学区域を設定及び変更するため、通学区域審議会を開催する。

施設維持管理（修繕費・光熱水費・燃料費・手数料・委託料・借上料ほか）（経常分110,160・臨時分4,746・営繕基金3,394）

中学校管理経費

施設維持管理（修繕費・光熱水費・燃料費・手数料・委託料・借上料ほか）（経常分86,694・臨時分2,665・営繕基金383）

中学校教育振興経費（学校教育課分）

和楽器（箏）の借上げ

奨学生選考委員会

経済的な理由によって高等学校等の就学困難な学生及び生徒に対し、学資の一部を支給することにより、等しく教育を受ける機会を与える。月額5,000円支給。

私立学校教育振興事業

本市に本校を有する私立高等学校が行う教育活動を支援することにより、私立学校の教育環境の充実と保護者への負担軽減を図る。

義務教育施設整備基金利息積立

義務教育施設整備基金の利息を積立

小学校管理経費

遠距離通学等で、公共交通機関を利用して市立小中学校に通学している児童・生徒及び自家用車による送迎を常としている児童生徒の保護者に通学に要する経費の一部を支援する。

高等学校等入学準備金支給事業 

市内に住所を有し高等学校等に入学した生活困窮世帯の生徒の保護者の経済的負担軽減のため、入学時に必要となる経費の一部として、入学準備金を支給する。20,000円支給

要保護・準要保護児童生徒援助事業

生活保護世帯（要保護）や経済的困窮世帯（準要保護）の児童生徒に対し、就学に必要な経済的な援助を行うことで、平等に義務教育を受ける権利を保障する。

奨学金支給事業 

学校支援地域本部事業

地域住民や学校支援ボランティアなどによる学校支援をより効果的に行うための体制を充実するため、「学校支援コーディネーター」を２名配置し、効果的に学校を支援する。

学校支援地域本部事業【拡大】

学校を地域で支える体制の充実を図るため、学校支援コーディネーターを非常勤化する。⇒非常勤職員の配置については、総務部の人員配置により査定

児童生徒の通学費支援事業
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策10

1

2

292 社会教育課 60 120 120 120 継続

354 社会教育課 0 0 0 拡大不採択

255 学校教育課 325 325 325 325 継続

施策11

1

2

3

4

249 学校教育課 13,187 13,333 13,360 13,255 継続

311 学校教育課 336 0 0 0 統合

施策12

1

2

254 学校教育課 450 0 0 0 統合

256 学校教育課 9,174 9,719 8,944 8,944 見直し

312 学校教育課 1,323 1,716 1,666 1,666 継続

251 社会教育課 683 696 696 696 継続

253 学校教育課 65 821 821 821 見直し

経常 学校教育課 120 120 120 120 継続

経常 学校教育課 531 531 531 531 継続

5地区広域指導連絡協議会、北海道青少年育成協会負担金、借上車経費

成人としての自覚と責任を促すとともに、祝福・激励の機会として成人式を実施する。

青少年健全育成事業⇒「青少年健全育成連絡会議支援事業」及び「青少年健全育成啓発事業」を統合

青春メッセージの開催、青少年リーダー養成・体験交流の推進、健全育成大会、安全安心講演会、センターだより「きずな」発行、地区協議会への補助事業、健全育成活動の展開

青少年健全育成推進委員会

青少年の健全育成に関し調査審議　

青少年健全育成経費

専任指導員の配置による各種活動、不審者情報のメール発信、スクールガードリーダーによる通学路等の安全確認、通学路安全指導員を配置 など

放課後子ども教室事業

大曲小学校をモデル実施として、放課後や長期休業中に小学校の余裕教室等を活用し、児童の活動拠点を設け、学習支援等の活動を週1回程度行う。コーディネーター等を配置

成人式開催事業

地域が支える健全育成活動の充実

子どもサポートセンターの相談・支援機能を核として、家庭、学校、地域との連携を強化するとともに、地域の教育力の向上や各地区の健全育成活動を支援します。

各種大会や地域の安心安全講座などを通じて全市的な健全育成に関する意識の高揚を図ります。

青少年健全育成連絡協議会支援事業　⇒　青少年健全育成事業に統合

学校、家庭、地域が一体となり、地域で子どもたちを守り、育み、安全安心な地域環境づくりをめざすため、各地区の青少年健全育成連絡協議会の活動を支援する。

青少年安全対策事業　　※不審者メール配信システムを新システムに移行

不登校いじめ対策・教育相談事業

適応指導教室の運営、指導員2名の配置。訪問指導アドバイザー(臨床心理士）1名配置。教育相談員1名配置。訪問相談員１名配置。

青少年健全育成啓発事業　⇒　青少年健全育成事業と統合

青少年健全育成大会の開催、安全安心講演会の開催、子どもサポートセンターだより「きずな」の発行

児童生徒の健全育成を進めるため、学校単位のＰＴＡの連携を図り、保護者等を対象とした研修会等を実施するＰＴＡ連合会の活動を支援する。

教育相談体制の充実

いじめ・不登校の問題を早期に解消するため、訪問指導アドバイザー（臨床心理士）、訪問相談員（メンタルフレンド）、スクールカウンセラー（道費）など専門的知識を有する人材を積極的に活用します。

不登校児童生徒の学校復帰に向け、「みらい塾」において学習指導や社会体験活動を行い、集団生活や社会適応能力の向上を図ります。

インターネット上での新しい形のいじめやトラブル、犯罪被害を防ぐため、携帯電話の取扱いや情報モラルについて、児童生徒・保護者に対して啓発を図ります。 

青少年を取り巻く諸問題の把握と早期解決に向け、学校や中央児童相談所などと連携を強化していきます。

地域を取り巻く社会環境の変化や氾濫する情報への対応など、家庭の教育力向上のための学習機会や市民・関係団体と連携し、家庭教育を支援する柔軟なネットワークを充実します。

家庭教育支援事業

子どもたちの学力向上の基礎となる生活習慣づくりを進めるため、家庭教育支援に関する実践活動を実施

家庭教育支援事業【拡大】

「子ども朝活」事業を市内各地で展開する。⇒子ども朝活のあり方や運営方法について検討が必要。

北広島市ＰＴＡ連合会支援事業

政策３　やさしく支えあう教育連携の推進

家庭の教育力向上への支援内容の充実

あたたかな家庭づくりへの支援
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策13

1

3

258 社会教育課 1,500 1,500 1,500 1,500 継続

259 社会教育課 675 675 675 675 継続

313 社会教育課 18,136 18,307 18,307 18,307 継続

349 社会教育課 5,521 5,521 5,521 拡大

施策14

1

2

3

4

323 社会教育課 1,404 392 1,404 392 継続

261 社会教育課 757 992 992 992 継続

262 社会教育課 347 355 355 355 継続

314 文化課 11,642 11,390 11,390 11,390 継続

施策15

1

2

3

352 社会教育課 0 0 0 0 継続

356 社会教育課 0 0 0 0 継続

371 企画課 0 0 0 0 継続

経常 社会教育課 6,713 6,713 6,713 6,713 継続

経常 社会教育課 33,374 33,374 33,374 33,374 継続

経常 社会教育課 500 500 500 500 継続

施策16

2

3

4

266 エコミュージアムセンター 4,054 5,268 5,777 5,777 継続

243 エコミュージアムセンター 3,100 3,100 3,100 拡大

267 企画課 0 0 0 0 継続

385 エコミュージアムセンター 0 2,000 2,500 20,000 新規

施策17

1

2

3

268 エコミュージアムセンター 5,920 5,868 5,924 5,924 継続

333 エコミュージアムセンター 212 212 212 212 継続

北広島の郷土芸能の一つとして後世に伝えるため、保存・継承していくことを支援する。広島音頭保存会・広島ふるさと太鼓保存会等の補助金交付

史跡や歴史資料を適切に保存するとともに、その活用により歴史と文化に対する市民の理解を深め、貴重な文化財の保護を進めます。

郷土の歴史、自然等の調査研究や資料の収集保存を進めます。また、市文化財の指定を行い、保存します。

郷土文化、伝承事業に対する支援を進めます。

文化財保存・活用事業

駅逓所及び東記念館郷土資料室の維持管理・開館事業、水稲赤毛種保存会交付金 他 北広島市文化財保護審議会の開催　

郷土文化伝承支援事業

地域遺産を表示する説明板、案内標柱等を設置。所蔵資料整理等のための業務委託。

旧島松駅逓所周辺整備事業

より多くの市民に観覧してもらい、駅逓所を身近に感じ取ってもらうことによって、開拓の歴史の理解を深めてもらうため、旧島松駅逓所の周辺の隣地の整備を行う。

旧島松駅逓所大規模改修事業

国指定史跡である旧島松駅逓所を老朽化させずに将来へ受け継いでいくため、建物及び敷地内の池、見本田、記念碑、植栽、柵などを修繕する。

文化財の保存と活用

郷土に関する学習や、体験学習を通して、郷土の歴史や伝統的遺産を大切に守る心を培い、自らのまちを誇りに思う郷土愛を育む学習機会を提供します。

エコミュージアム構想を推進し、各地域の自然遺産・歴史遺産・産業遺産等を現地において保全・活用する環境を整備します。

重要な郷土資料を保全し、市民参加、情報サービスの発信・提供、資料の展示等、学校等と連携した郷土の教育普及活動を充実します。

エコミュージアム普及推進事業

センターを拠点に、市内各地に存在する自然遺産や歴史遺産などを現地において保存・育成・展示し、魅力ある地域づくり・まちづくりを行政と市民の協働で推進する。

エコミュージアム普及推進事業

社会教育施設等草刈経費

社会教育施設等（駅西口広場、中央及び西の里公民館、レクリエーションの森）の草刈りの実施

政策５　郷土愛を育む教育活動の推進

エコミュージアム構想の展開

1
文化遺産の継承を図るため、郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・活用を進めるとともに、市民の文化財を大切に守る心を培い、市民が身近に郷土文化財などにふれることができるよう
エコミュージアム構想を推進します。

林間学園・レクリエーションの森整備事業

施設の老朽化が進んでいることから、安全・快適に利利用していただくための整備方針について検討する。

林間学園・レクリエーションの森開放事業

林間学園・レクリエーションの森の管理運営

公民館管理事業

中央及び西の里公民館の管理運営

市民の主体的な学習活動を支援するための学習環境を整備するとともに、既存施設の有効活用を図ります。

学習や研修の機会を提供する公民館施設の充実を図るとともに、地域コミュニティの拠点として計画的な整備を進めます。

西の里公民館改修事業

平成21年度の耐震診断の結果、構造耐震指標値（Is)が0.470で、耐震改修促進法で定められた基準値0.6を下回っていることから、耐震改修工事を実施する。⇒保留

フレンドリーセンター施設解体工事事業

フレンドリーセンターの老朽化に伴い、施設の取壊工事を行う。⇒保留

中央公民館活動推進事業

市民の主体的な学習活動を積極的に支援するとともに、ｻｰｸﾙや団体の学習成果発表の場を提供する。中央公民館指定管理制度導入後の事業の継続について方向性を検討。

生涯学習支援情報システム整備事業

生涯学習支援情報システムを運用し、図書館及び市内公共施設が持つ学習機能の充実を図るとともに、使用料の管理など安全で安心できる施設運営を補助する。

施設の充実による学習環境の整備

生涯学習活動の推進や社会教育の充実に向け、市民がより利用しやすい社会教育施設の運営を図ります。

市民の多様な学習ニーズに的確に対応することや、主体的な学習活動を支援するため、教育情報提供システム「学び舎・楓」の充実に努め、学習活動への効果的な支援を促進します。

市民の主体的な学習をサポートするため、IT予約システムなどにより、社会教育施設や公共施設のネットワーク化を図ります。

国際交流事業

地域に根ざした国際交流事業の実施を通して、市民レベルの相互理解と友好親善を目的に活動する、北広島国際交流協議会を支援する。

フレンドリーセンター運営事業

障がい者が生涯学習を通じて、学び、交流する場を提供する。市民の主体的な学習活動を積極的に支援するとともに、学習・発表の機会や活動の場を提供する。

生涯学習の振興や地域づくり・ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の要として、各地区における住民主導の組織「生涯学習振興会」に対する支援を行い地域の生涯学習の推進を図る。

生涯学習振興会支援事業【拡大】

団地地区生涯学習振興会の設置と振興会交付金の見直しを行う。　⇒事業周知については、広報折り込みではなく、町内会回覧などを活用。

地域や世代を見据えた学習機会の充実

各世代別での学習ニーズに応え、産･学･官･民の連携を図り、多様で豊かな学習機会や交流機会の提供を推進します。 

社会の要請や個人の多様な学習ニーズに対応するため、実情に合った学習機会の提供を推進します。

市内のそれぞれの地域が、個性豊かに地域の実情にあった学習活動を展開できるよう、市民と行政との協働による活動を推進します。

生涯学習市民活動支援事業

市民団体が主体的に企画実施する生涯学習に関する事業へ財政的な支援を行い、市民に多様な学習機会を提供するとともに、生涯学習に取り組む団体を育成する。

元気フェスティバル連携事業

市民の生涯学習に対する理解や関心を深めるとともに、市民及び団体の交流を促進する。

生涯学習振興会支援事業

政策４　学びあい、教えあう社会教育の推進

市民の学習活動への支援内容の充実

市民の学習活動に対する意欲に応えるため身近な学習機会の充実に努め、学びを通したコミュニティづくりに向け、市民が主体的に取り組む学習活動を支援します。

2
社会教育関係団体や市民の主体的な学習活動に対し、団体が自ら個性ある活動を継続するための人材育成や団体運営に対する支援の充実を図るとともに、学んだ成果を生かす機会や相互
に交流する場を提供します。
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策18

1

2

3

4

269 文化課 20,876 22,050 22,458 22,458 継続

270 文化課 1,500 1,500 1,500 1,500 継続

経常 文化課 58,417 61,066 61,066 61,066 継続

経常 文化課 27 27 27 27 継続

経常 文化課 128 128 128 128 継続

経常 文化課 556 300 300 300 継続

施策19

1

2

経常 文化課 0 20 20 20 継続

施策20

1

2

3

4

5

272 文化課 0 0 0 0 統合

274 文化課 650 650 650 650 継続

273 文化課 640 640 640 640 継続

278 文化課 21,330 33,228 27,347 30,000 見直し

341 文化課 9,380 13,000 12,540 18,500 継続

384 文化課 0 0 0 0 新規不採択

経常 文化課 60,497 60,497 60,497 60,497 継続

経常 文化課 35,728 35,728 35,728 35,728 継続

経常 文化課 124 124 124 124 継続

施策21

1

2

3

279 文化課 11,835 11,882 11,882 11,882 継続

280 文化課 320 320 320 320 継続

芸術文化ホール運営委員会に交付金を交付し、市と協働で芸術鑑賞型事業及び芸術創造事業を展開する。また、常勤の事務局員を配置し、主体的な活動を促進する。

花ホールスタッフの会支援等事業

芸術文化ホールを拠点に活動する花ホールスタッフの会に交付金を交付し、主催する鑑賞事業のサポート活動やバーコーナー運営、貸館サポート活動を展開する。

芸術文化の振興について教育委員会からの諮問に応じ調査審議　委員10名

市民等との連携による芸術文化活動の展開

地域の文化活動を支援する財団法人等や地域貢献活動（メセナ）を行う企業との共催、他の公共ホールなどとの連携を推進します。

芸術文化ホールなどの活用により、市民が芸術文化に親しめる環境づくりを進めます。

市民との協働により、ボランティア組織の拡充を図りながら、芸術文化ホールの運営を進めます。

芸術文化ホール運営委員会連携事業

北海道内で優秀な成績を収め、北海道代表として全国大会に出場する児童・生徒へ、大会出場に関する経費（参加旅費等）の一部を補助する。

文化施設維持管理

芸術文化ホール、図書館の施設の管理、清掃、警備等の経費　（経常　臨時　）

芸術文化ホール管理

芸術文化ホールの舞台設備運営、窓口業務、設備備品保守点検、借上車経費

北広島市芸術文化振興審議会

芸術文化活動を行う各種団体に対し、各団体の芸術文化事業への支援を実施する。

文化施設修繕事業

各機器等の耐用年数なども考慮しながら、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を計画的に修繕。練習室床修繕・文化施設内椅子修繕を追加

芸術文化ホール設備修繕事業

　文化施設の安全性や利便性などの機能維持を図るため、各機器等の耐用年数なども考慮しながら、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を計画的に修繕する。

児童・生徒全国文化大会参加支援事業　⇒芸術文化振興審議会からの答申をもって事業化を検討

芸術文化ホールの計画的な改修と整備を進め、利便性の向上を図ります。

文化賞等表彰事業　⇒スポーツ賞・文化賞等表彰事業に統合

１１月３日の文化の日に、優秀な文化活動を行う市民（成人・青少年）や団体の顕彰を行う。 

市民文化祭奨励事業

市民の芸術文化活動を発表する機会の提供とその支援を行う。市民総合文化祭・地区文化祭（4地区）への交付金交付

文化団体活動支援事業

政策７　芸術文化活動の振興

個性豊かな地域文化の振興

芸術文化創造プランを策定し（H23策定済）、芸術文化の創造を担う人材の育成と活動の場の創出を進めます。

優れた芸術文化活動に対する顕彰を行うとともに、市民が主体的に取り組む芸術文化活動を積極的に支援します。

ワークショップやセミナーなど、市民が芸術文化を気軽に体験できる機会を提供します。

芸術文化活動に主体的に取り組んでいる市民団体やサークルを支援します。

図書サービス備品の更新。団地住民センター・西の里公民館の地区分室の拠点化に向け検討

子どもの読書活動推進

市民との協働を踏まえながら、新たな「北広島市子どもの読書活動推進計画」を策定し（H23策定済）、学校図書館を中心とした読書環境整備を進めます。

学校図書館においては蔵書の充実に努めるとともに、幼稚園・保育園とのネットワーク化を推進します。

幼児読書活動推進事業

幼稚園・保育園に対しての幼児絵本の巡回事業を実施

図書館の施設維持管理、移動図書館車の運行（経常・臨時）

図書館利用モニター

図書館サービスの匿名モニターによる把握に関する経費

北広島市図書館協議会

図書館法に定める外部委員会、図書館運営等意見、諮問　委員10名

読書環境整備事業

図書館や北広島団地住民センター、西の里公民館の図書室などの整備・拡充を図ります。

図書館サービス提供事業

図書、記録、郷土資料、視聴覚資料などの収集。情報検索データベースを利用したレファレンスサービス等の提供。宅配サービス提供。光ステーションを活用。

図書館フィールドネット連携事業

図書館のボランティア団体で構成する北広島市図書館フィールドネット運営委員会を支援し、各種読書普及事業を通して市民の読書への関心・興味を高める。

図書館運営

政策６　生涯にわたる読書活動の推進

図書館サービスの充実

市民が求める資料と情報の提供を図るため、図書や雑誌などの資料の充実に努めるとともに、市民が利用しやすい環境づくりを進めます。

地域・学校の読書ネットワークを整備し、読書を楽しみ、学びあう市民意識を醸成します。

図書館フィールドネットなどの市民との協働により、乳幼児から高齢者までの生涯を通した読書活動の充実をめざします。
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

施策22

1

2

3

286 社会教育課 300 324 324 324 継続

288 社会教育課 497 600 542 500 継続

365 社会教育課 0 0 0 拡大不採択

386 社会教育課 0 0 0 0 新規不採択

387 社会教育課 0 2,944 2,444 2,644 新規保留

経常 社会教育課 594 594 594 594 継続

施策23

1

2

3

290 社会教育課 1,098 1,109 1,109 1,109 継続

390 社会教育課 0 0 0 拡大不採択

287 社会教育課 0 0 0 0 事業休止

282 社会教育課 1,000 1,500 1,500 1,500 継続

321 文化課 526 539 539 539 継続

284 社会教育課 3,118 3,118 3,118 3,118 継続

285 社会教育課 453 453 453 453 継続

施策24

1

2

3

206 社会教育課 0 6,100 208,500 0 継続

293 社会教育課 5,112 5,273 5,273 5,273 継続

367 社会教育課 0 0 0 拡大不採択

322 企画課 0 0 0 0 継続

388 社会教育課 0 540 0 0 新規

389 社会教育課 0 54 0 0 新規

372 社会教育課 0 0 0 0 継続

経常 社会教育課 106,994 98,445 98,445 98,445 継続

自然の森キャンプ場整備事業

駐車場が不足していることから、駐車場を整備する。

体育施設管理事業

総合体育館・緑葉公園等管理、住民プール管理、地区体育館管理、自然の森キャンプ場管理、各施設修繕費（経常　臨時）

運動広場整備事業

市民のスポーツレクリエーションや市民の集い・交流・健康づくりの場として運動広場を整備する。平成27年度実施の国土交通省補助事業による調査結果を踏まえ、整備に向けた調査・検討を行う。

住民プール改修事業

住民プールの老朽化が著しいことから、計画的な改修を行う。⇒年度ごとの事業費の平準化を念頭に改修計画を策定

緑葉公園体育施設改修事業

緑葉公園体育施設改の老朽化が著しいことから、計画的な改修を行う。⇒年度ごとの事業費の平準化を念頭に改修計画を策定

大曲ファミリー体育館改修事業

建築後31年が経過し、雨漏り、天井材の落下が見られるとともに、給排水・電気・暖房等の設備の経年劣化が進んでいることから、改修工事を実施する。

学校施設（体育館）開放事業

市民の健康維持及び体力向上に資するため、小中学校１４校の体育館の開放を行いスポーツ活動の場を提供する。

学校施設（体育館）開放事業【拡大】

有料化に伴い、管理体制を充実させることから、事業を拡大する。⇒委託については、現在の運用体制の見直しなどを行ったうえ、必要性について検討。

スポーツ施設の整備と運営

市民が安心して利用しやすいスポーツ・レクリエーション環境を整えるため、スポーツ施設の計画的な整備と改修を進めます。

日常的なスポーツ・レクリエーション活動を支援するため、学校開放事業をはじめとしたスポーツ環境の向上を図ります。

運動広場の整備を進め、市民が快適にスポーツ・レクリエーション活動を行える場づくりを図ります。

スポーツ賞・文化賞等表彰事業（旧：スポーツ賞等表彰事業　※文化賞等表彰事業を統合）

優秀な成績を収めた選手及びスポーツの振興に寄与した者を顕彰することにより、市民のスポーツ活動を助長する。

体育協会活動支援事業

本市のスポーツの普及・振興を図るため、北広島市体育協会の運営費及び事業費に対し、補助金を交付する。

スポーツ少年団育成事業

青少年の健全育成やスポーツ少年団の組織強化と自主的な活動の推進のため、スポーツ少年団の運営費及び事業費に対し、スポーツ少年団本部を通じて補助金を交付する。

姉妹都市スポーツ交流事業

姉妹都市の友好・親善を深めるため、スポーツ交流を行う。平成26年度から事業休止　2016推進計画より非表示とする。

スポーツ大会出場支援事業

スポーツ大会出場者への助成。スポーツとレクリェーションの判別がつきにくい大会が数多く開催されるようになってきたことから、規則の改正を実施。

国際大会や全国大会等への出場を支援するほか、スポーツ大会において優秀な成績をおさめた市民を表彰し、市民の自発的なスポーツ活動の振興と奨励を図ります。

市体育協会やスポーツ少年団本部に対して支援を行い団体の組織強化と育成を図ることで、競技者のスポーツ活動の振興を図ります。

スポーツアカデミー事業

全国、国際レベルの選手育成及び青少年の健全育成を図るため、ジュニアスポーツ選手強化事業、底辺拡大事業、指導者養成事業を実施する。

スポーツアカデミー事業【拡大】

ジュニアスポーツ選手の育成強化を図るため、中学校部活動支援などを拡大する。⇒スポーツ団体との連携方法について検討が必要

スポーツ地域活性化事業　⇒行政組織の再編に合わせて検討（観光・イベント課）

スポーツによる市の魅力を発信するとともにまちの活性化を図るため、全国・全道大会、スポーツ合宿の誘致などを進めするととともに、スポーツ・健康づくり活動を展開する。

スポーツ推進委員

スポーツ振興のための実技指導、各大会の企画運営、管内協議会への参加

競技スポーツの振興

ジュニアスポーツ活動の振興を図るため、北広島少年スポーツアカデミーにおける選手の強化育成や底辺拡大、指導者の養成に取り組むとともに、中学校部活動への支援などを行います。

市民スポーツ活動推進事業

市民だれもが、生涯にわたりｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動に親しむことができるよう、生涯スポーツ活動をはじめ、児童生徒・障がいのある人のｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の支援を推進する。

市民スポーツ活動推進事業【拡大】

事業の見直しを行い、スポーツ・健康づくり事業を展開する。⇒事務事業評価において、各種大会への補助の必要性を検討することとしており、その中で拡大を検討

ゴロッケー普及推進事業

北広島生まれの軽スポーツ「ゴロッケー」を普及・推進するとともに、本市の魅力として情報発信する。⇒シティセールスとの連携による知名度向上手法等について検討。

市民の自主的な参加と健康・体力づくり機会を拡充するため、各種スポーツイベントの開催をはじめとするスポーツ事業の推進を図ります。

スポーツ推進委員や地区生涯学習振興会と連携し、地域におけるスポーツ・レクリエーション活動の推進を図ります。 

きたひろしま３０Kmロードレース連携事業

健康で生きがいのあるスポーツ活動の促進を図るためにきたひろしま30㎞ロードレースを開催する実行委員会と連携する。

政策８　健康づくりとスポーツ活動の推進

健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

市民だれもが健康で生きがいのある生活がおくれるよう、市民との協働による各種スポーツ教室やスポーツ活動の推進、健康・体力づくり機会の拡充を図ります。
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教育推進計画事業一覧（内示ベース） 平成28年度版

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

【単位:千円】

色つきセルの事業区分
⇒ピンク色:新規、
緑:拡大、青:見直し
紫色：内示額

教育基本計画における「施策」
担当課等

内示額
区分

推進計画事業名　（事業概要）

経常 教育総務課 3,095 3,095 3,095 3,095 継続

経常 教育総務課 31,868 31,868 31,868 31,868 継続

経常 教育総務課 6,489 6,489 6,489 6,489 継続

経常 学校教育課 3 3 3 3 継続

経常 教育総務課 79 79 79 79 継続

経常 教育総務課 349 308 308 308 継続

経常 学校教育課 112 0 0 0 継続

経常 教育総務課 2,679 2,679 2,679 2,679 継続

経常 教育総務課 22,993 22,993 22,993 22,993 継続

経常 学校教育課 75 75 75 75 継続

経常 教育総務課 17,086 17,086 17,086 17,086 継続

経常 学校教育課 79 79 79 79 継続

経常 社会教育課 81 81 81 81 継続

経常 社会教育課 547 547 547 547 継続

経常 社会教育課 128 128 128 128 継続

経常 社会教育課 602 602 602 602 継続

社会教育法に基づき委嘱 生涯学習に関する諸計画の立案・助言 全道管内協議会への参加

保健体育事務経費

スポーツ推進審議会

スポーツの振興に関する事項について調査・審議し、教育委員会に建議

保健体育事務経費

借上車経費及びその他事務費

中学校管理経費 （学校教育課関係分）

全学校共通で使用する印刷物の作成、及び入学通知書の郵便料

社会教育経費

社会教育事務経費

社会教育団体登録事務経費　その他事務経費

社会教育委員

事務補助員の任用 業務主事の旅費 運営用消耗品 印刷製本費

小学校管理経費（学校教育課関係分）

全学校共通で使用する印刷物の作成、及び入学通知書の郵便料

中学校管理経費

中学校運営経費

事務補助員の任用 業務主事の旅費 運営用消耗品 印刷製本費

小中学校で使用する教科用図書を採択するため、第一地区教科用図書採択教育委員会協議会へ参加する。（採択に関する調査負担金）

教員住宅管理経費

教員住宅管理

校長・教頭管理者住宅、教員住宅に関する経費

小学校管理経費

小学校運営経費

教育振興経費

「きたひろしまの教育」作成

教育全般の状況を記した「きたひろしまの教育」を300冊発行

北広島市教育施策審議会

教育施策の関する審議及び教育委員会の事務事業に関する点検評価を行う。委員7名　H25改選

第一地区教科用図書採択教育委員会協議会負担金

学校業務主事に関する経費

学校業務主事14名任用

教育委員会事務局運営経費

教育長ほか職員旅費 被服費・事務経費 石狩教育研修センター組合分担金 その他分担金・負担金　会議録制作支援委託

教職員永年勤続表彰

北海道教育功績者表彰規則により永年勤続表彰を受けた市内の小中学校教職員に対して伝達を行う。

政策１～８を支える経常経費

経常経費

教育委員会運営経費

教育委員に関する経費

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき設置 教育委員会会議の開催、教育委員の報酬など

教育委員会事務局運営経費
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家庭の教育力向上への支援内容の充実 幼児教育の振興・充実

教育相談体制の充実 豊かな心を育む教育の充実

地域が支える健全育成活動の充実 確かな学力を育てる教育の充実

健やかな体を育てる教育の充実

幼児教育の振興・充実 ＩＣＴの活用による教育の充実【新規】

豊かな心を育む教育の充実 特別支援教育の充実

確かな学力を育てる教育の充実 社会の変化や課題に対応した教育の推進

健やかな体を育てる教育の充実

特別支援教育の充実 開かれた学校づくりの推進

社会の変化や課題に対応した教育の推進 教育環境の整備

開かれた学校づくりの推進 家庭の教育力向上への支援内容の充実

教育環境の整備 教育相談体制の充実

地域が支える健全育成活動の充実

市民の学習活動への支援内容の充実

地域や世代を見据えた学習機会の充実 市民の学習活動への支援の充実

施設の充実による学習環境の整備 地域や世代を見据えた学習機会の充実

施設の充実による学習環境の整備

エコミュージアム構想の展開

文化財の保存と活用 エコミュージアム構想の展開

文化財の保存と活用

図書館サービスの充実

子どもの読書活動推進 図書館サービスの充実

子どもの読書活動推進

個性豊かな地域文化の振興

市民等との連携による芸術文化活動の展開 個性豊かな地域文化の振興

市民等との連携による芸術文化活動の展開

健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

競技スポーツの振興 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

スポーツ施設の整備と運営 競技スポーツの振興

スポーツ施設の整備と運営

政策８ 健康づくりとスポーツ活動の推進

施策２１

施策２２

施策２３

施策２０

施策１４

政策５ 郷土愛を育む教育活動の推進

施策１５

施策１６

政策６ 生涯にわたる読書活動の推進

施策１７

施策１８

政策７ 芸術文化活動の振興

施策１９

施策５

施策１３

施策７

施策８

施策９

政策２ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進

施策１０

施策１１

政策４ 学びあい、教えあう社会教育の推進

施策１２

施策２２

施策２３

施策２４

教育基本計画見直しによる変更点

現行　２３施策 見直し後　２４施策

政策１ やさしく支えあう教育連携の推進

施策１

施策２

郷土愛を育む教育活動の推進

学びあい、教えあう社会教育の推進

やさしく支えあう教育連携の推進

信頼され、魅力ある学校づくりの推進

「生きる力」を育む学校教育の推進

施策３

施策１６

施策１７

施策１８

施策１９

施策６

健康づくりとスポーツ活動の推進

芸術文化活動の振興

生涯にわたる読書活動の推進

施策２１

施策１０

施策１１

施策１２

施策１３

施策１４

施策１５

政策５

政策６

政策７

政策８

政策４

施策２０

施策６

政策１

政策２

政策３

施策７

施策８

施策９

施策１

施策２

施策３

施策４

施策５

政策２ 「生きる力」を育む学校教育の推進

施策４
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

人と文化を育む８つの政策と 24 の施策 

 

  これまでの教育基本計画においては、「たくましく生きる力を持つ人の

育成」と「生きがいのある人生を築く学習環境づくり」の２つの基本姿

勢により、生涯学習社会の実現を図ってきました。 

 

  学校教育の分野においては、それぞれの発達段階に応じて「生きる力」

を育てる教育を進め、生涯にわたり自ら学び、自ら考える基礎を定着さ

せるよう努めるとともに、思いやりの心や感動する心など、豊かな人間

性を育む「心の教育」や、支援を必要とする子どもたちへの指導体制の

充実、教職員の資質向上のための研修機会の確保など学習環境の整備に

努めてきました。 

  また、社会教育の分野においては、多様な学習機会や多くの交流の場を

提供することにより、個々の学習意欲の高まりを促し、また、学習の成

果が社会の中で生かされ、自己実現や生きがいを見いだすことのできる

生涯学習社会の実現をめざしてきたところであります。 

  さらには、地域の課題等へ主体的に取り組めるよう、生涯学習振興会(注

1)などの関係団体への支援をはじめ学習情報の提供や学習支援・相談体制

の充実を進めてきました。 

 

  このように、この計画においては、これまで展開してきた取組みをさら

に発展的に推進していくために、「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」

をテーマとし、希望を懐き、交流に励み、成長に挑む新たな時代を担う

人づくりをめざし、８つの政策と 24 の施策を推進するものです。 

 さらに、具体的な施策の実施については、「学校教育の推進方針」並び

に「社会教育の推進方針」を策定し、それに基づいて進めていきます。 

生涯学習振興会 (注 1) 

平成 27 年（2015 年）現在、西部・西の里 ･大曲 ･東部にある振興会は、地区の

学校 、社会教育 関係団体等 で構成す るネッ トワーク団 体であり、 学習機会の提

供・健康づくり・生活文化の向上等、地域コミュニティ活動の要となっている。 

各 推 進 方

針 につい

て追 記  
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政策５ 郷土愛を育む教育活動の推進

政策７ 芸術文化活動の振興

政策６ 生涯にわたる読書活動の推進

政策４ 学びあい、教えあう社会教育の推進

政策２ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進

政策１ 「生きる力」を育む学校教育の推進

政策８ 健康づくりとスポーツ活動の推進

政策３ やさしく支えあう教育連携の推進

幼児教育の振興と充実

地域が支える健全育成活動の充実

図書館サービスの充実

教育相談体制の充実

豊かな心を育む教育の充実

確かな学力を育てる教育の充実

健やかな体を育てる教育の充実

特別支援教育の充実

社会の変化や課題に対応した教育の推進

開かれた学校づくりの推進

教育環境の整備

エコミュージアム構想の推進

文化財の保存と活用

個性豊かな地域文化の振興

市民等との連携による
芸術文化活動の展開

健康で生きがいのある
スポーツ活動の推進

施設の充実による学習環境の整備

世代や地域を見据えた学習機会の充実

市民の学習活動への支援内容の充実

子どもの読書活動推進

競技スポーツの振興

スポーツ施設の整備と運営家庭の教育力向上への支援内容の充実

ＩＣＴの活用による教育の充実

人と文化を育む８つの政策と 24 の施策 

※この図は、８本の学びの樹が24の枝を伸ばし、北広島の大地に支えられ、成長して

いる様子をイメージしています。 
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学びあい、教えあう

社会教育の推進 

２４ の 施  策  

13 市民の学習活動への支援の充実 

14 地域や世代を見据えた学習機会の充実 

15 施設の充実による学習環境の整備 

政策６ 

「 生 き る 力 」 を 育 む

学校教育の推進 

１ 幼児教育の振興・充実 

２ 豊かな心を育む教育の充実 

３ 確かな学力を育てる教育の充実 

４ 健やかな体を育てる教育の充実 

５ ＩＣＴの活用による教育の充実 

６ 特別支援教育の充実 

７ 社会の変化や課題に対応した教育の推進 

８つの政 策  

政策５ 

政策７ 

政策 1 

政策２ 

政策３ 
10 家庭の教育力向上への支援内容の充実 

11 教育相談体制の充実 

12 地域が支える健全育成活動の充実 

やさしく支 えあう教

育連携の推進 

８ 開かれた学校づくりの推進 

９ 教育環境の整備 

信頼され、魅力ある

学校づくりの推進 

希 望 を懐 く人 

交 流 に励 む人 

成 長 に挑 む人 

新 た な 時 代 を

担 う人 間 像  

北広 島市 教育 基本 計画(2011-2020)の体系  

 

理   念  

テーマ 

生 涯 にわたって人 格 を磨 き、豊 かな人 生 を送 ることができる社 会 の実 現 

「大 志 をいだき学 ぶまち・きたひろしま」 

16 エコミュージアム構想の展開 

18 図書館サービスの充実 

19 子どもの読書活動推進 

20 個性豊かな地域文化の振興 

21 市民等との連携による芸術文化活動の展開 

22 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 

23 競技スポーツの振興 

24 スポーツ施設の整備と運営 

17 文化財の保存と活用 

政策４ 

芸術文化活動の 

振興 

生 涯 にわた る読 書

活動の推進 

政策８ 

健 康づくりとスポー

ツ活動の推進 

郷 土 愛 を育 む教育

活動の推進 
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

政策１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 
 

 変化の激しい社会の中で、北広島市の子ども一人ひとりが創造性豊か

に、たくましく生きていくためには、自らを律しつつ、他者とともに協調

し、他者を思いやる心などの豊かな人間性、基礎的･基本的な内容を確実

に身に付け、よりよく問題を解決する資質や能力、たくましく生きるため

の健康・体力など、「生きる力」を育むことが求められています。  

 

 核家族化や少子高齢化、女性の社会進出、情報化などが進む中、家庭に

おける教育環境が著しく変化していることから、幼児の心身の調和のとれ

た発達を促し、人格形成の基礎を培う幼児教育の充実が求められていま

す。 

 

 児童生徒を取り巻く環境が大きく変化する中で、自他の生命を尊重し、

健全な人間関係を築く力、美しいものに感動する感性などを高める道徳教

育の充実をはじめ、全教育活動において「豊かな心」を育むことが求めら

れています。 

 

 いじめや不登校、生徒指導上の課題を抱えている児童生徒に対応するた

め、悩みや課題を解決できるよう教育相談体制を充実するとともに、学校

と家庭、地域、関係機関が緊密に連携し、継続的な取組みを進める必要が

あります。 

 

児童生徒が社会の変化に主体的に対応できるようにするため、基礎･基

本の確実な定着を図るとともに、それらを活用する力の育成に努め、自ら

学び、自ら考える力を育てることが求められています。あわせて、ＩＣＴ

を活用した効果的な学習や、児童生徒一人ひとりの社会性や職業観・勤労

21

23 

現 状 と課 題  

国 の 動 向 ：

平 成 25 年 2

月 教 育 再

生 実 行 会

議 に お い て

「 い じ め 問

題 等 へ の 対

応 につい て」

第 一 次 提

言 が あ り 、

道 徳 教 育 の

充 実 が 求 め

ら れ る よ う に

なった。  
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観を育てる「キャリア教育」の充実が求められています。 

 

健やかな体を育む基礎となる学校体育の充実とともに、体力の源であ

る食の正しい知識と望ましい食習慣の育成が求められています。また、関

係機関と連携し、性や薬物乱用に関する指導や啓発活動を促進するととも

に、地域ぐるみの安全・安心な環境づくりを促進する危機管理体制を確立

する必要があります。 

 

「インクルーシブ教育」（※注 2）の理念に基づき、児童生徒一人ひとりの

教育的ニーズを把握し、その子の持っている力を高め、学習や生活の困難

性の改善や克服をするため、学校全体で適切な指導･支援が行えるよう特

別支援教育の推進体制の充実が求められています。 

「インクルーシブ教育」（※注 2） 
インクルーシブ教育は、障がいのある子どもを含むすべての子どもに対 し

て、 子ども一人 一人の教育的 ニーズにあっ た適切な教 育的支援を行 う教育 で

す。 

 

１ 幼児の調和のとれた心身の発達を促し、「生きる力」の基礎や生涯に

わたる人格形成の基礎を培う幼児教育を充実します。 

２ 自然や生命を尊重する心や美しいものに感動する感性、正義を重んじ

る心などの「豊かな心」を育む教育を充実します。 

３ 基礎・基本をしっかり身に付けさせ、それらを活用して目標の実現や

課題の解決を図ることができる「確かな学力」を育てる教育を充実しま

す。  

４ 体力、運動能力の向上を図るとともに、体力の源である食の正しい知

識や望ましい食習慣の確立など「健やかな体」を育てる教育を充実しま

す。  

５ 一人ひとりの教育的ニーズに応じた、きめ細かな指導や支援を充実し

ます。 

24 

基 本 的 方 向  

「障 害 者 基 本 法 」 の 改 正 において 、「イ ン クル ーシブ 教 育 」 の理 念 が盛

り込 まれ た。  

平 成 20 年 7 月 閣 議 決 定 の「教 育 振 興 計 画 」において、子 どもたちの 勤 労

観 や社 会 性 を 養 い 、 将 来 の 職 業 や 生 き 方 について の自 覚 を 資 するよ う、 キ

ャリア教 育 を推 進 するこ とが 明 記 され た。  

本 市 においても、児 童 生 徒 の社 会 性 の育 成 が課 題 となっている。  

IC Ｔ 関 係 ～

３ の 部 分 に

係 る も の と

する。  
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施策１ 幼児教育の振興・充実   

 

□多様な体験を重視した特色ある幼児教育を奨励するとともに、障が 

い児の幼稚園への入園を支援します。  

□家庭・地域と幼稚園等の連携を重視するとともに、幼稚園、保育所、 

小学校の連携を推進します。  

□教育環境の向上、教職員研修の充実を図るため幼稚園活動へ支援を 

  行います。 

 

 

施策２ 豊かな心を育む教育の充実   

  

□人を思いやる心や人とかかわる力を育てる豊かな体験活動を推進し 

ます。  

□基本的な倫理観や思いやりの心などを育む教育を推進します。  

□いじめ、不登校やさまざまな問題に適切な対応をするとともに、自 

他の理解を深め、よりよい人間関係を醸成する生徒指導を充実しま 

す。  

□豊かな感性や想像力を育む読書活動を推進します。 

  

６ 国際理解、情報、環境、福祉、人権、平和、キャリア発達などのさま

ざまな課題に対して主体的に解決に取り組もうとする態度・能力の育成

など「社会の変化や課題に対応できる力」を育む教育を充実します。  

施   策  
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施策３ 確かな学力を育てる教育の充実   

 

 □基礎・基本をしっかり身に付けさせ、それらを活用していく力を育 

てるために、個に応じたきめ細かな指導の充実を図ります。 

□総合的な学習の時間を中心に、体験的・問題解決的及び探求的な学 

習を推進します。 

□学ぶ喜びや楽しさが実感できるような授業のあり方について実践的 

な研究を推進します。  

□学力検査等の結果を生かした指導方法の工夫改善を進めます。 

 

 

施策４ ＩＣＴの活用による教育の充実   

 

 □確かな学力をより効果的に育成するため、積極的にＩＣＴを活用す 

るとともに、指導方法・指導体制の工夫改善を図ります。 

 □教員のＩＣＴ活用指導力向上のための研修等を充実します。 

 

 

施策５ 健やかな体を育てる教育の充実   

  

□健康に必要な知識・実践的な態度を身につけるために、保健教育や 

体力向上の取組みを推進します。  

□食の正しい知識と望ましい食習慣を身につけるため、家庭や地域と

連携した食育を推進します。  

□安全で安心な給食を提供するため、施設・設備の整備を促進すると

ともに、食物アレルギーや異物混入に対する取り組みを進めます。 

□児童生徒が安心して学校生活が過ごせるよう、地域ぐるみで安全・ 

安心な環境づくりを推進します。 

  

国 の 動 向 ： 第

２ 期 教 育 振 興

基 本 計 画 に お

い て 、 「 確 か な

学 力 を よ り 効

果 的 に 育 成 す

る た め 、 Ｉ Ｃ Ｔ の

積 極 的 な 活 用

等 指 導 方 法 ・

指 導 体 制 の

工 夫 改 善 を 図

る 」 として い る 。

ま た 、 「 教 員 の

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 指 導

力 向 上 の た め

の 必 要 な 施 策

を 講 じ る 」 と し

て い る こ と か

ら、 Ｉ ＣＴ 活 用 を

より推 進 してい

く た め 施 策 項

目 とする  

国 の 動 向 ： 第 ２ 期 教 育 振 興 基 本 計

画 に お い て 、 「 食 育 の 充 実 に よ り 、 子

ど もの 心 身 の 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る

と と も に 、 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る た め

の教 育 を推 進 する」としている。  

企 画 課 見 直 し

案 に基 づく整 理  
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施策６ 特別支援教育の充実   

 

□通常の学級、特別支援学級、通級指導教室での一人ひとりの教育的 

ニーズに応じた指導・支援を充実します。  

□特別支援教育コーディネーターを中心として全教職員による推進体 

制を充実します。  

□特別支援学校や関係機関との連携を充実します。 

 

 

施策７ 社会の変化や課題に対応した教育の推進   

  

□成長の足跡を確かめ、夢や目標に向かって挑戦する人材育成を目指

す「きたひろ夢ノート」の実践（※注 3）を充実させるとともに、望ま

しい社会性や勤労観･職業観を育成するキャリア教育を推進します。 

□国際化に対応するため、英語教育に取り組むとともに、外国語指導 

助手(ALT)の活用など、コミュニケーション能力の育成を図ります。  

□市の共通実践課題として、環境、福祉、人権、平和教育を位置づけ、 

より充実・発展させるための取組みを推進します。 

□姉妹都市東広島市との交流を通して、お互いの歴史や文化を理解し、 

ふるさと意識の醸成を推進します。 

  

「きたひろ夢ノート」の実践 （※注 3） 

北広島市の子どもたちが夢や希望をもち、自分の夢や目標 

に向かって挑戦していくためのものです。自分の成長を記録 

し、歩みを振り返り、成長を確かめながら自己有用感を高め、 

さまざまなことに挑戦する人を育てることをめざし、小学校 

４年生から中学校３年生までの全児童生徒が継続して活用し 

ていきます。 

今 年 度 よ り 、 北 広 島 市 学

校 教 育 の 推 進 方 針 に、 キャ

リ ア教 育 を 義 務 教 育 ９ 年 間

で 系 統 的 に 推 進 す る た め 、

「きたひろ 夢 ノート」の 実 践 を

位 置 づけ た。  

情 報 教 育 は、 新 施 策 ４の ＩＣＴ へ  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策２ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 

 

 
 
 学校が保護者や地域から信頼され、期待に応える教育を実現するために

は、子どもを中心に据え、地域の意見や要望を生かした学校経営を進める

ことが求められています。また、学校からも適時適切な情報提供を行い、

学校、家庭、地域が協働して学校改善への取組みを進め、地域に開かれた

学校づくりが求められています。  

 

 家庭や地域の教育的ニーズに対応した教育活動を推進するとともに、学

校関係者評価による学校評価の結果や、教育活動の成果を保護者や地域へ

周知する広報活動などを充実する必要があります。  

 

 地域の方々の教育活動への参加や学校資源を地域へ提供するなど、学校

と地域の双方向の連携を推進し、地域とともにある学校づくりを進める必

要があります。  

 

 学校が、家庭や地域の信頼に応え、公教育としてよりよい魅力のある学

校づくりを進めるために、学び続ける教員を支援する仕組みを構築し、課

題探求型の学習、協働的な学びなど、新しい学びを展開するための教員の

実践的指導力等を向上させる必要があります。 

 

 教育施設の老朽化や児童生徒数の増減に対応して、安心・安全な魅力あ

る施設の整備を進めるとともに、学校規模の適正化を検討する必要があり

ます。  

 

 

現 状 と課 題  

国 の 動 向 ：

第 ２ 期 教 育

振 興 基 本 計

画 に お い て 、

「 学 び 続 け る

教 員 を 支 援

す る 仕 組 み

を 構 築 す る 」

と し て い る 。

教 育 情 勢 が

め ま ぐ る し く

変 化 す る 中

で 、 新 たな 学

び を 創 造 し

て い く た め の

教 員 の 資 質

能 力 の 向 上

が 求 め ら れ

ている。 

文 言 整 理  



 11 

 

 

 

 

 

 

  

 時代の変化に対応して、小中一貫教育などの新しい教育手法の検討や、

学校への支援を支える制度の充実に努める必要があります。  

 

 今日の経済状況の中で、勉学に意欲的な生徒や学生が、経済的な理由で

就学が困難になっている傾向が見られ、経済的な負担の軽減を図る必要が

あります。 

1 学校の教育活動や運営についてのマネジメント・サイクル（※注 4）に基

づいた継続的な評価や評価結果の公表、保護者や地域住民との双方向の

協力、学校関係者からの意見や評価の活用などを通して信頼性の向上と

学校改善を図る開かれた学校づくりを推進します。 

２ 質の高い学びを支える環境づくりや安心して教育活動が行える学校

づくり、新しい教育手法による魅力ある教育活動など社会の変化や実態

にあった教育環境の整備を促進します。 

マネジメント・サイクル（※注 4） 
 ここで言うマネジメント・サイクルとは、「ＲＰＤＣＡサイクル」を

通じた学校経営、運営の改善手法を指します。 

 「調査 R（Research）」＝実態や状況、求められていることなどを適

切に把握する⇒「計画 P（Plan）」＝目標を設定して、それを実現する

ためのプロセスを設計（改訂）する⇒「実行 D（Do）」＝計画を実施し、

そのパフォーマンスを測定する⇒「評価 C（Check）」＝測定結果を評

価し、結果を目標と比較するなど分析を行う⇒「改善 A（Action）」＝

プロセスの継続的改善・向上に必要な措置を実施する等を継続的に繰

り返すことで、らせん階段を上るように、より質の高い教育実践をめ

ざす考え方です。 

 

基 本 的 方 向  

Research 

Plan 

Do Check 

Action 

文 言 整 理  
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施策８ 開かれた学校づくりの推進   

 

 □学校経営プログラム（※注 5）による学校経営の推進とマネジメント・ 

  サイクルによる学校改善を推進します。  

□家庭や地域の教育的ニーズを把握するとともに、学校関係者からの

学校に対する評価や結果、教育活動の成果について、保護者や地域

に周知するなど、情報の共有化を図ります。  

□学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）（※注 6）の取組みな

ど、地域の方々の教育活動への参加や地域への学校資源の提供によ

り、学校と地域の双方向の連携を推進します。 

  □子どもたちにとって、より豊かで有意義な土曜日を実現する「土曜授

業」を推進します。 

 

 

 

 

学校経営プログラム（※注 5） 
 学校経営プログラムは、学校教育目標の具現化の方策として、学期又は月毎の学校の動きに合

わせて策定し、ＲＰＤＣＡサイクルに位置づけ、常に目標の達成状況や達成に向けた取組みの適

切さを把握しながら、組織的・継続的に学校経営改善を図るために作成するものです。 

 学校の一カ月から数カ月単位での具体的な動きに合わせて、「学校経営プログラム」を作成し、

次につなげる具体的改善施策を教職員が共有していくことで、チームとして動く学校、協働参画

意識の高い学校づくりが実現します。さらに、職員会議等、諸会議の効率化との関連に意を配り

ながら協働して起案し、ＲＰＤＣＡサイクルにのせていくことで、子どもの良き変容や学校の歩

みが具体的に見える経営が実現されていきます。 

 

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）（※注 6） 

学校教 育 委員 会が 制定 す る 規則 に基 づい て 指定 され、「学 校運 営協 議会 」を 設置 した 学

校を 「コ ミュ ニテ ィ・ スク ー ル 」と 呼び ま す。  

「学 校運 営協 議会 」の 委員 は 、学 校や 地域 の実 情を 踏ま えて 選ば れま す。委員 は構 成

のバ ラン ス等 にも 配慮 しつ つ 、熱 意 のあ る 優れ た人 材を 選出 しま す。こ の学 校運 営協 議

会で は、学校 運営 の基 本 方 針を 承認 した り 、教 育活 動に つい て意 見を 述べ たり して 、地

域の 皆さ んの 意見 を学 校運 営 に 反映 させ る こと がで きま す。  

 学 校運 営協 議会 は、学 校 の 応援 団で あり 、学校 にと って の「 パー トナ ー」で す。委 員

の 皆 さ んに は 、「 辛 口 の友 人 」「 人 と 人を つ な ぐ」「 目 標 を 共 有 す る」 存 在 で あ る こ と が

求め られ ます 。ま た委 員に は 、 校長 など の 教職 員も 含ま れま す。  

施   策  

国 の 動 向 ： 平 成 ２ ５ 年 に 学 校 教 育 法 施 行 規 則 が 改

正 され 、 設 置 者 の 判 断 によ り 「 土 曜 授 業 」 を 行 う こ と

が 可 能 とな った。 本 市 にお い て は 、「 開 か れた学 校 づ

くり」の視 点 で 、今 年 度 ２ 回 の 試 行 実 施 を 行 い、その

検 証 を 進 め な が ら、 子 ど も た ち に と って よ り 豊 か で 有

意 義 な 土 曜 日 を 実 現 する 教 育 活 動 として いき たい と

考 えている。 

当 初 □ １ 番 の 前 半 部 分 を 付 加 し

統 合 。 学 校 教 育 を 進 め る 上 で 、 保

護 者 ・ 地 域 の 願 い を 受 信 して 学 校

改 善 に 生 か す こ と 、 教 育 活 動 を 積

極 的 に 発 信 し 、 学 校 へ の 理 解 ・ 協

力 を得 るこ とが重 要 となっている。  

国 の 動 向 ： 第 ２

期 教 育 振 興 基

本 計 画 に お い

て 、 「 コ ミ ュ ニ テ

ィ ・ ス ク ー ル の 数

を 全 公 立 小 中

学 校 の １ 割 に 拡

大 す る 」 と し て い

る。 

平 成 ２ ４ 年 度 よ

り 調 査 研 究 の

指 定 を 受 け て 推

進 し て い る 、 本

市 の 西 部 コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

の 成 果 と課 題 の

検 証 を 進 め 、 今

後 、 他 地 区 で の

導 入 に つ い て も

検 討 を 進 め て い

く必 要 が ある。  
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施策９教育環境の整備   

 

□研修機会の充実や適切な教職員評価を通して、教職員の資質の向上 

  を図ります。  

  □適正な規模の集団の中で学ぶことができる環境づくりを推進します。  

□老朽化学校施設の長寿命化や耐震化に取り組み、防災施設としての 

機能の充実を図るとともに、児童生徒数の増減に対応した学校施設 

の整備を推進します。 

□児童生徒の安全と学習環境の向上に配慮した施設・設備の整備を推 

進します。  

□小中一貫教育等の新しい教育システムについて検討を進めます。  

□家庭、地域と連携した学校支援地域本部の取組みを推進します。  

□小・中・高等学校教育等への就学を支援します。 

  
国 の 動 向 ： 第 ２ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 にお い て 、 「 多 様

な 学 習 活 動 に 対 応 し た ～ 老 朽 化 した 学 校 施 設 の 長 寿

命 化 等 の取 組 みを推 進 する」 としている。  

学 校 が 防 災 施 設 として大 きな役 割 を 果 たすことから、防

災 の視 点 での整 備 も重 要 になってくる。  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

政策３ やさしく支えあう教育連携の推進 

 

 

 
 
青少年の健全育成の基本である、家庭、学校、地域を取り巻く社会情

勢は、少子化や核家族化の進行、教育力の低下、膨大な量の情報等の影

響を受け、家庭教育の在り方をめぐる問題は複雑さを増しています。 

 

本市では、子どもサポートセンターの相談・支援体制の確立や子ども

の体験活動の実施など、家庭、学校、地域との連携による青少年の健全

育成を図ってきました。 

 

不登校児童生徒への対応については、指導・訪問体制を充実していく

必要があります。小中学校には心の教室相談員を配置して、児童生徒の

悩み事などの相談に当たっていますが、さらに学校や中央児童相談所な

どと連携を強化していく必要があります。 

 

インターネット上で、新しい形のいじめや犯罪被害に巻き込まれるな

どのトラブルが全国的に多発しています。このことから、「いじめ防止基

本方針」に基づく対策を効果的に推進していくとともに、子どもに情報

モラル向上の指導や保護者への啓発をさらに進めていく必要がありま

す。子どもを狙う不審者の出没や犯罪被害は憂慮される問題となってお

り、子どもが安全で安心して生活できるよう、地域で子どもを守り育て

る活動や機運の醸成が求められています。  
 
 
 
 

現 状 と課 題  

いじめ 不 登 校 問 題 の早 期 解 消 のた

めの重 要 な手 立 てで ある ため  

文 言 整 理  

策 定 年 月 日 削 除  

（市 総 計 と統 一 ）  



 15 

 
 
 
１ 基本的な生活習慣や自立心の育成など、家庭での教育力向上やあたた

かな家庭づくりへの支援を進めます。 

２ いじめや不登校などの問題を早期に解消するため、関係機関との連携

強化と専門的知識を有する人材の活用を進めます。 

３ 青少年を健やかに育む安全・安心な育成環境を確保するため、家庭、

学校、地域との連携を強化し、主体的な健全育成活動を支援します。  
 

 

 

 

 

施策 10 家庭の教育力向上への支援内容の充実   

 

□あたたかな家庭づくりへの支援の充実を図ります。 

□地域を取り巻く社会環境の変化や氾濫する情報への対応など、

家庭の教育力向上のための学習機会を充実させます。 

□家庭・学校・地域が一体となり、子どもたちの生活習慣を見直

す取組みを進めます。 

 

 

施策 11 教育相談体制の充実   

 

□いじめや不登校の問題を早期に解消するため、スクールカウン

セラー、臨床心理士など専門的知識を有する人材を積極的に活

用します。  

□不登校児童生徒の学校復帰に向け、「みらい塾」（※注 7）において  

学習指導や社会体験活動を行い、集団生活や社会適応能力の向

上を図ります。 

 

「みらい塾」（※注 7） 

市内小中学校に在籍する不登校児童生徒の学校復帰を図るため適応指導を

行う教室。 

20 

基 本 的 方 向  

施   策  

「 き た ひ ろ し ま 生 活 シ ー ト 」 の

調 査 結 果 、 国 の 動 向 （ 法 改

正 等 ） よ り 、 「 家 庭 の 教 育 力

の 向 上 」 と 「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地

域 が 一 体 と な っ た 生 活 習 慣

形 成 」が 強 く求 められるよう に

なったこ とか ら。  

文 言 整 理  

分 割 整 理  
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□携帯電話の取扱いや情報モラルについて、児童生徒や保護者に

対して啓発を図るとともに、インターネット上などでの新しい

形のいじめやトラブル、犯罪被害や生活習慣の乱れを防ぐため、

ネットパトロールを実施します。 

□「いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止・早期発

見・早期解決の取組みを強化します。 

□青少年を取り巻く諸問題の把握と早期解決に向け、学校や中央 

児童相談所などとの連携を強化します。 

 

 

施策 12 地域が支える健全育成活動の充実   

 

□子どもサポートセンターの相談・支援機能を核として、家庭、 

学校、地域との連携を強化するとともに、地域の教育力の向上 

や各地区の健全育成活動を支援します。 

□各種大会や地域の安全安心講座などを通じて全市的な健全育成 

に関する意識の高揚を図ります。 

 □児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験や活動ができ

るよう「放課後子ども教室」（※注 8）の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

  

「放課後子ども教室」（※注 8） 

学校の余裕教室などを活用し、地域住民の方の協力を得て、児童が放課後

に学習や体育活動などを行う教室。 

・ 国 の 動 向 ： 新 たに 発 生 ・ 顕 在 化 した 課 題 や 子 ど もを 取 り 巻 く 情 報 機 器 環 境 の

変 化 。 ス マ ートフォン を 使 用 し た新 しい 通 信 手 段 の 普 及 や 使 用 によ る 生 活 の

乱 れ。これ まで推 進 してき た「ネッ トパトロ ール 」を明 文 化 。  

・国 の「いじめ 防 止 対 策 推 進 法 」の施 行 、「北 海 道 いじめ 防 止 基 本  

方 針 」の 策 定 を受 け、 本 市 において「いじめ 防 止 基 本 方 針 」を策 定 した。  

国 の 動 向 ： すべ て の 子 ど もを 対 象 として 、 安 全 ・ 安 心 な 子 ど もの 活 動 拠 点 を 設 け 、 地 域

の 方 々 の 参 画 を 得 て、 子 ど もたち とともに勉 強 や ス ポ ーツ など の 交 流 活 動 等 を 推 進 する

ことを目 的 とした「放 課 後 子 ど も総 合 プ ランの 推 進 事 業 」。  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策４ 学びあい、教えあう社会教育の推進 

 

 

 

 

 

自由時間の増大を背景に、生きがいや心の豊かさを求める時代となり、

生涯学習に対する市民の関心が高まり、学習活動に対するニーズは多様

化・高度化しています。市民の主体的な学習活動への支援や、学ぶ機会と

しての社会教育の充実が求められています。 

  

市民の学習ニーズは、これまでの趣味・教養的な自己実現型だけでなく、

少子高齢化に対応した福祉・健康・環境・子育て・防犯などの日常生活や、

地域の課題解決に向けた学習機会が求められています。 

  

また、必要な情報が適切に提供されるためのシステムづくりが求められ

てきていることから、市民の学習ニーズを的確に把握し、市民が主体的・

意欲的に生涯学習に参加できるよう、多様な学習機会を創出するととも

に、学習プログラムを工夫していく必要があります。 

  

団塊世代の地域社会への参加が進んでおり、これらの方々が地域での生

涯学習や市民活動の担い手として、主体的に学ぶことができ、学習成果を

わかちあうことのできる活動を支援していくため、学習環境を整備してい

く必要があります。また、これらの活動を円滑に進めていくためにも、関

係施設・設備などを充実していくことが必要です。 

 

 

 

 

現 状 と課 題  

文 言 整 理  
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１ 時代にあった生涯学習の基礎づくりを進めるためにも全市的な取組

みはもとより、各地区の特色を生かした市民の主体的な生涯学習活動 

の支援を推進します。 

２ 国際化の進展や社会の変化に適切に対応していくために、社会の要請

や個人の学習ニーズに対応した学習機会の充実を図ります。 

３ 学習活動を効果的に支援していくために、施設・設備の充実など学習

環境の整備を促進します。 

 

 

 

 

 

施策 13 市民の学習活動への支援の充実   

 

□市民の学習活動に対する意欲に応えるため身近な学習機会の充実に 

努め、学びを通したコミュニティづくりに向け、市民が主体的に取 

り組む学習活動を支援します。 

□社会教育関係団体や市民の主体的な学習活動に対し、団体が自ら個 

性ある活動を継続するための人材育成や団体運営に対する支援の充 

実を図るとともに、学んだ成果を生かす機会や相互に交流する場を 

提供します。 

□市内のそれぞれの地域が、個性豊かに地域の実情にあった学習活動 

を展開できるよう、市民と行政との協働による活動を推進します。   

 

 

施策 14 地域や世代を見据えた学習機会の充実   

  

□各世代別での学習ニーズに応え、産･学･官･民の連携を図り、多様で

豊かな学習機会や交流機会の提供を推進します。 

□社会の要請や個人の多様なニーズに対応するため、実情に合った学

習機会の提供を推進します。 

 

基 本 的 方 向  

施   策  
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□市民の多様な学習ニーズへの対応や、主体的な学習活動を支援する

ための情報提供に努め、学習活動への効果的な支援を促進します。 

□市民の主体的な学習をサポートするため、ＩＴ予約システムなどに     

より、社会教育施設や公共施設の利用情報のネットワーク化を図り

ます。 

 

 

施策 15 施設の充実による学習環境の整備   

 

□生涯学習活動の推進や社会教育の充実に向け、市民がより利用しや 

すい社会教育施設の運営を図ります。  

□市民の主体的な学習活動を支援するための学習環境を整備するとと 

もに、中央公民館など既存施設の有効活用を図ります。  

□学習や研修の機会を提供する施設の計画的な整備を進めます。 

 

  

中 央 公 民 館 の 大 規 模 改 修 が 終 了 し 、 今 後 は 、 西 の 里 公 民

館 、レクの森 等 の 計 画 的 改 修 の意 味 で変 更 。 

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィの 拠 点 は 、 施 設 の 充 実 か ら 考 え る と中 央 公 民

館 を指 している と思 われるので、 削 除 する。  

「学 び舎 ・楓 」 削 除 。『 的 確 』、『適 切 』削 除  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策５ 郷土愛を育む教育活動の推進 

 

 

 
 

国指定の史跡である旧島松駅逓所や特別天然記念物野幌原始林などの

貴重な文化・自然遺産、太古の様子を物語る自然化石などを守り、次の世

代へ正しく継承していく必要があります。 

  

市民が身近なものとして郷土の歴史や文化に親しみ、正しく理解し、郷

土を愛する心を育むことが大切です。 

 

 広葉交流センター（いこ～よ）に設置した「エコミュージアムセ

ンター知新
ち し ん

の駅
えき

」については、エコミュージアムに関する情報の収

集と発信、調査研究、展示のほか、郷土に関する学習機会を提供する中

心的役割が求められています。 

 

市民自らが、郷土の歴史と文化の理解に努めるとともに、次の世代へ継

承するための取組みとして、地域の遺産をあるがままに保存し、活用する

「北広島エコミュージアム（まるごときたひろ博物館）構想」（注9）を進

める必要があります。  
 

 

 

 

「北広島エコミュージアム（まるごときたひろ博物館）構想」（注 9） 

エコ ミュージ アムは従 来の博物館 とは異な り、一定 の地域全 体を博物館 にみ

たて、歴史遺産や自然遺産、産業遺産、無形文化などを広く地域の遺産として、

住民の手で保全・活用していく地域づくりの手法のひとつで、平成 22 年（2010

年）3 月、北広島市においても構想を策定した。 

28 

現 状 と課 題  

エ コ ミ ュ ー ジ

ア ム 構 想 推

進 の 拠 点 施

設 と し て 設

置 し た 、 エ コ

ミ ュ ー ジ ア ム

セ ン タ ー 追

記 。  

企 画 課 で 文

言 修 正  
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１ 市民のだれもが北広島を良く知り、誇りに思う心を培うとともに、北

広島の自然や歴史的遺産を大切に守り育てることができるよう、学習機

会の充実や市民参加による事業を推進します。 

２ 郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・活用を進めるとともに、市民が

身近に郷土文化財などにふれることができる環境の整備を推進します。 

 

 

 

 

施策 16 エコミュージアム構想の展開   

 

□文化遺産の継承を図るため、郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・ 

活用を進めるとともに、市民の文化財を大切に守る心を培い、市民 

が身近に郷土文化財などにふれることができるようエコミュージア 

ム構想を推進します。  

□市民参加による郷土学習や体験学習を通して、自らのまちを誇りに

思う郷土愛を育む学習機会を提供します。  

□エコミュージアム構想を推進し、各地域の自然遺産・歴史遺産・産業 

遺産等を現地において保全・活用する環境を整備します。  

□重要な郷土資料の保全、住民活動の拠点、情報サービスの発信・提供、 

資料の展示、学校等と連携した郷土の教育普及活動を充実します。 

 

施策 17 文化財の保存と活用   

 

□史跡や歴史資料を適切に保存するとともに、その活用により歴史と 

文化に対する市民の理解を深め、貴重な文化財の保護を進めます。 

□郷土の歴史、自然等の調査研究や資料の収集・保存を進めます。ま

た、市文化財の指定を行い保存します。 

□郷土文化、伝承事業に対する支援を進めます。 

基 本 的 方 向  

施   策  

表 記 修 正  



 22 

第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策６ 生涯にわたる読書活動の推進 

 

 

 

 

北広島市図書館は、平成10年（1998年）にオープンし、開館後17年で貸

出し数が820万冊を超えるなど、市民の読書・生涯学習拠点として大きな

役割を果たしてきました。今後も市民が、読書や学習活動を継続すること

ができる資料や情報を提供するとともに、市民との協働による読書環境の

充実を図ることが求められています。 

  

現在の図書館や学校図書館は、市民や民間事業者など多くの参加が図ら

れていることから、官民協働を基盤とした生涯学習の拠点として推進して

いく必要があります。 

 

子どもの豊かな心を育むため、「子どもの読書活動の推進に関する法律」

に基づき、自主的に読書活動が行える環境の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

１ 子どもから高齢者まで、あらゆる世代で読書や学習を続けられるよ

う、市民との協働により図書館サービスの充実を図ります。  

２ 子どもの読書活動については、「子どもの読書活動推進計画」に基づ

き、家庭・学校・地域が一体となった推進をめざします。 

 

 

 

 

現 状 と課 題  

基 本 的 方 向  

平 成 26 年 度 末 で、

8 ,2 82 , 1 8 2 冊  

文 化 課 より修 正 依 頼 (10/15 )  
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施策 18 図書館サービスの充実   

  

□市民が求める資料と情報の提供を図るため、図書館及び地区分館で

の図書や雑誌などの資料の充実に努めるとともに、市民が利用しや

すい環境づくりを進めます。  

□地域・学校の読書ネットワークを整備し、読書を楽しみ、学びあう 

市民意識を醸成します。 

□図書館フィールドネット（注10）などの市民との協働により、子どもか 

ら高齢者までの生涯を通した読書活動の充実をめざします。 

 

 

施策 19 子どもの読書活動推進   

  

□市民との協働を踏まえながら、学校図書館を中心とした読書環境整

備を進めます。 

□学校図書館における蔵書の充実に努めるとともに、幼稚園・保育園

での絵本巡回事業「小豆（あずき）」の利用拡大を図ります。 

  

図書館フィールドネット（注 10） 

北広島市図書館及び地区分館を拠点とし、各種の読書ボランティア活動

を行っている団体のネットワーク組織で、北広島市における読書普及事業

の企画、実施を担っている。おはなしの会、朗読サークル等 10 団体で約１

5０名の構成員がいる。 

施   策  
４段 目 にあった地 区 の図

書 室 の 内 容 を１ 段 目 に統

合  

元 １段 目 、基 本 的 方 向 で

読 書 推 進 計 画 について述

べているので削 除  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策７ 芸術文化活動の振興 

 

 

 
 

社会情勢が大きく変化する中、価値観の多様化などに伴い心の豊かさや

生活への潤いが求められており、ますます人々の芸術文化への関心が高ま

っています。 

  

本市では、芸術文化ホール開設以来17年余りが経過し、芸術文化を鑑賞

する場や活動する機会の充実が図られてきました。 

  

地域住民との協働により、芸術文化に親しむことができる環境の充実を

図ることが必要です。そのため、関係機関との連携や、市民が主体的に取

り組む活動を支援する体制の整備、青少年の芸術文化活動への支援をさら

に進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

１ 市民の芸術文化活動を振興するとともに、個性豊かな地域文化の創造

に努めます。 

２ 「芸術文化振興プラン」に基づき、芸術文化の創造を担う人材の育成

と市民等との協働による芸術文化活動のさらなる振興を図ります。 

 

 

 

 

28 

現 状 と課 題  

基 本 的 方 向  

策 定 年 月 日 削 除  

（市 総 計 と統 一 ）  
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施策 20 個性豊かな地域文化の振興   

  

□優れた芸術文化活動に対する表彰を行うとともに、市民が主体的に

取り組む芸術文化活動を積極的に支援します。 

□各種公演や講座、体験教室など、市民が芸術文化を気軽に体験でき

る機会を提供します。 

□青少年が芸術文化に触れる機会の充実に向け、学校との積極的な連

携を進めます。 

□芸術文化活動に主体的に取り組んでいる市民団体やサークルを支援

します。 

□芸術文化ホールの計画的な改修と整備を進め、利便性の向上を図り

ます。 

 

 

施策 21 市民等との連携による芸術文化活動の展開 

  

□地域の文化活動を支援する財団法人等や地域貢献活動を行う企業と 

  の共催、他の公共ホールなどとの連携を推進します。 

□芸術文化ホールなどの活用により、市民が芸術文化に親しめる環境 

づくりを進めます。 

□市民との協働により、ボランティア組織の拡充を図りながら、芸術 

文化ホールの運営を進めます。  

施   策  

北 広 島 市 芸

術 文 化 振 興

プ ラ ン よ り 追

記 、 具 体 的

には 、 中 学 校

へ の ダ ン ス 講

師 派 遣 など 

１ 段 目 基 本 的 方 向

と重 なるので 削 除 。  
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第 3 章 大志をいだき学ぶまち 

 

 

政策８ 健康づくりとスポーツ活動の推進 

 

 

 
 

市民だれもが、健康で生きがいのある生活を築くため、それぞれの体力

や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもス

ポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現が求められていま

す。  

 

健康志向の高まりや、団塊世代の定年等によるライフスタイルの変化に

伴い、市民ニーズや利用者層の変化に応じた健康・体力づくり機会の拡充

が求められています。  

 

市民がスポーツ・レクリエーションに親しむことができる機会を提供す

るため、スポーツ施設の充実や各種スポーツ教室の開催、学校体育施設の

開放などに取り組む必要があります。 

 

子ども達を取り巻く環境の変化に伴い、小中学生の運動不足や体力低

下、スポーツ離れなどが課題となっています。スポーツなどを通じて、子

どもの心と体の発達を支援することが重要になってきていることから、幼

年期を含めたスポーツ活動の底辺拡大を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 

現 状 と課 題  
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１ 市民だれもが、生涯にわたりスポーツ・レクリエーション活動に親し

むことができるよう、生涯スポーツ活動をはじめ、児童生徒・障がいの

ある人のスポーツ・レクリエーション活動の支援を推進します。 

２ 競技スポーツを振興するため、スポーツ選手の育成や支援に努めま

す。 

３ 全道大会や全国大会への出場など、大きな目標をもった青少年の夢と

希望を実現するスポーツの振興を図ります。 

４ 多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備と運営を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

施策 22 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進   

  

□市民だれもが健康で生きがいのある生活がおくれるよう、市民との 

協働による各種スポーツ教室やスポーツ活動の推進、健康・体力づ 

くり機会の拡充を図ります。  

□市民の自主的な参加と健康・体力づくり機会を拡充するため、各種 

スポーツイベントの開催をはじめとするスポーツ事業の推進を図り 

ます。  

□スポーツ推進委員や生涯学習振興会と連携し、地域におけるスポー

ツ・レクリエーション活動の推進を図ります。  

 

 

 

 

40 

基 本 的 方 向  

施   策  

教 委 案 「 本 市 で の 大 会 の 開

催 誘 致 」 を 基 本 的 方 向 で は

載 せない（企 画 課 ） 
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施策 23 競技スポーツの振興   

  

□ジュニアスポーツ活動の振興を図るため、スポーツアカデミー（注 11） 

における事業に取り組みます。 

□国際大会や全国大会等への出場を支援するほか、スポーツ大会にお 

いて優秀な成績をおさめた市民を表彰し、市民の自発的なスポーツ 

活動の振興と奨励を図ります。 

□市体育協会やスポーツ少年団本部等に対して支援を行い団体の組織

強化と育成を図ることで、競技者のスポーツ活動の振興を図ります。 

 

 

施策 24 スポーツ施設の整備と運営   

 

 □市民が安心して利用しやすいスポーツ・レクリエーション環境を整 

えるため、スポーツ施設の計画的な整備と改修を進めます。 

□日常的なスポーツ・レクリエーション活動を支援するため、学校開 

放事業（全小中学校）をはじめとしたスポーツ環境の向上を図りま 

す。 

□運動広場の整備を進め、市民が快適にスポーツ・レクリエーション

活動を行える場づくりを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツアカデミー（注 11） 

スポ ーツ関係 者と連携 して、指 導者養成を はじめと するジュ ニアスポ ー

ツの 振興を目 的とする。 ジュニア スポーツ 指導者養 成講座やジ ュニアス ポ

ーツ底辺拡大事業、選手強化（中学校部活動支援を含む）事業の総称。 

企 画 課 の 意 向 に よ り 広 場 の ま

ま と し 、 今 後 の 動 き に よ り 変 化

が ある 部 分 な の で 、 今 回 手 を つ

けない。 
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実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

健
や
か
な
体
を
育
む
基
礎
と
な
る
学
校
体
育
の
充
実
と
と
も
に
、
体
力
の
源
で
あ

る
食
の
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
育
成
が
必
要
で
す
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
性
や
薬
物
乱
用
に
関
す
る
指
導
や
啓
発
活
動
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
危

機
管
理
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
子
の
持
っ
て
い
る
力
を
高
め
、
学
習
や
生
活
の
困
難
性
の
改

善
や
克
服
を
す
る
た
め
、
学
校
全
体
で
適
切
な
指
導
･支
援
が
行
え
る
よ
う
特
別
支
援

教
育
の
推
進
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 



政
策
２

 
信
頼
さ
れ
、

魅
力
あ
る

学
校
づ
く

り
の
推
進

 

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
教
育
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
、
地
域
の
意
見
や
要
望
を
生
か
し
た
学
校
経
営
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
か
ら
も
適
時
適
切
な
情
報
提
供
を

行
い
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
働
し
て
学
校
改
善
へ
の
取
組
み
を
進
め
、
地
域
に

開
か
れ
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
や
地
域
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
関
係
者
評
価
に
よ
る
学
校
評
価
の
結
果
や
、
教
育
活
動
の
成
果
を
保
護
者
や
地

域
へ
周
知
す
る
広
報
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

地
域
の
方
々
の
教
育
活
動
へ
の
参
加
や
学
校
資
源
を
地
域
へ
提
供
す
る
な
ど
、
学

校
と
地
域
の
双
方
向
の
連
携
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

学
校
が
、
家
庭
や
地
域
の
信
頼
に
応
え
、
公
教
育
と
し
て
よ
り
よ
い
魅
力
の
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
人
・
物
・
経
費
・
組
織
な
ど
の
教
育
環
境
を
よ
り

社
会
の
変
化
や
実
態
に
あ
っ
た
も
の
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

   教
育
施
設
の
老
朽
化
や
児
童
生
徒
数
の
増
減
に
対
応
し
て
、
安
全
・
安
心
な
魅
力

あ
る
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
み
や
、
学
校
へ
の

支
援
を
支
え
る
制
度
の
充
実
、
学
校
の
活
性
化
を
図
る
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 今
日
の
経
済
状
況
の
中
で
、
勉
学
に
意
欲
的
な
生
徒
や
学
生
が
、
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
教
育
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
、
地
域
の
意
見
や
要
望
を
生
か
し
た
学
校
経
営
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
か
ら
も
適
時
適
切
な
情
報
提
供
を

行
い
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
働
し
て
学
校
改
善
へ
の
取
組
み
を
進
め
、
地
域
に

開
か
れ
地
域
と
と
も
に
歩
む
た
学
校
づ
く
り
も
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
や
地
域
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

学
校
関
係
者
評
価
に
よ
る
学
校
評
価
の
結
果
や
、
教
育
活
動
の
成
果
を
保
護
者
や
地

域
へ
周
知
す
る
広
報
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

地
域
の
方
々
の
教
育
活
動
へ
の
参
加
や
学
校
資
源
を
地
域
へ
提
供
す
る
な
ど
、
学

校
と
地
域
の
双
方
向
の
連
携
を
推
進
す
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

学
校
が
、
家
庭
や
地
域
の
信
頼
に
応
え
、
公
教
育
と
し
て
よ
り
よ
い
魅
力
の
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
人
・
物
・
経
費
・
組
織
な
ど
の
教
育
環
境
を
よ
り

社
会
の
変
化
や
実
態
に
あ
っ
た
も
の
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
学
び
続
け
る
教
員
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
課
題
探
求
型
の
学
習
、
協

働
的
な
学
び
な
ど
、
新
し
い
学
び
を
展
開
す
る
た
め
の
教
員
の
実
践
的
指
導
力
等
を

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

教
育
施
設
の
老
朽
化
や
児
童
生
徒
数
の
増
減
に
対
応
し
て
、
安
全
・
安
心
な
魅
力

あ
る
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
み
や
、
学
校
へ
の

支
援
を
支
え
る
制
度
の
充
実
、
学
校
の
活
性
化
を
図
る
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
中
一
貫
教
育
な
ど
の
新
し
い
教
育
手
法
の
検
討
や
、

学
校
へ
の
支
援
を
支
え
る
制
度
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

今
日
の
経
済
状
況
の
中
で
、
勉
学
に
意
欲
的
な
生
徒
や
学
生
が
、
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 



政
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家
庭
・
青
少

年
健
全
育

成
の
推
進

 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
本
で
あ
る
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
教
育
力
の
低
下
、
膨
大
な
量
の
情
報
等
の
影

響
を
受
け
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
は
複
雑
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
・
支
援
体
制
の
確
立
や
子
ど
も

の
体
験
活
動
の
実
施
な
ど
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
 

不
登
校
児
童
生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
要
因
は
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、

今
後
も
指
導
・
相
談
体
制
は
も
と
よ
り
、
訪
問
指
導
に
お
い
て
も
充
実
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
各
小
中
学
校
に
は
心
の
教
室
相
談
員
を
配
置
し
て
、
児
童
生
徒
の

悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
学
校
や
中
央
児
童
相
談
所
な

ど
と
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
新
し
い
形
の
い
じ
め
や
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
に
情
報

モ
ラ
ル
向
上
の
指
導
や
保
護
者
へ
の
啓
発
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
狙
う
不
審
者
の
出
没
や
犯
罪
被
害
は
憂
慮
さ
れ
る
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
活
動
や
機
運
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
本
で
あ
る
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
教
育
力
の
低
下
、
膨
大
な
量
の
情
報
等
の
影

響
を
受
け
、
家
庭
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
は
複
雑
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
・
支
援
体
制
の
確
立
や
子
ど
も

の
体
験
活
動
の
実
施
な
ど
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
 

不
登
校
児
童
生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
要
因
は
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
指
導
・
相
談
体
制
を
は
も
と
よ
り
、
訪
問
指
導
体

制
を
に
お
い
て
も
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
小
中
学
校
に
は
心
の
教
室

相
談
員
を
配
置
し
て
、
児
童
生
徒
の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
さ
ら
に
学
校
や
中
央
児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
新
し
い
形
の
い
じ
め
や
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
子
ど
も
に
情
報

モ
ラ
ル
向
上
の
指
導
や
保
護
者
へ
の
啓
発
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
狙
う
不
審
者
の
出
没
や
犯
罪
被
害
は
憂
慮
さ
れ
る
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
活
動
や
機
運
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

政
策
４

 
社
会
教
育

の
充
実

 

自
由
時
間
の
増
大
を
背
景
に
、
生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
と
な
り
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
り
、
学
習
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
主
体
的
な
学
習
活
動
へ
の
支
援
や
、
学
ぶ
機
会

と
し
て
の
社
会
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
趣
味
・
教
養
的
な
自
己
実
現
型
だ
け
で
な

く
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
・
健
康
・
環
境
・
子
育
て
・
防
犯
な
ど
の
日
常

生
活
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
機
会
へ
の
要
望
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

 ま
た
、
必
要
な
情
報
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
が
主
体

的
・
意
欲
的
に
生
涯
学
習
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
学
習
機
会
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

団
塊
世
代
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
地
域
で
の

生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
習
成

果
を
わ
か
ち
あ
う
こ
と
の
で
き
る
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
学
習
環
境
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
関
係
施
設
・
設
備
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

自
由
時
間
の
増
大
を
背
景
に
、
生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
と
な
り
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
り
、
学
習
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
主
体
的
な
学
習
活
動
へ
の
支
援
や
、
学
ぶ
機
会

と
し
て
の
社
会
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
趣
味
・
教
養
的
な
自
己
実
現
型
だ
け
で
な

く
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
・
健
康
・
環
境
・
子
育
て
・
防
犯
な
ど
の
日
常

生
活
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
機
会
へ
の
要
望
も
増
加
し
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
必
要
な
情
報
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
が
主
体

的
・
意
欲
的
に
生
涯
学
習
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
学
習
機
会
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

団
塊
世
代
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
地
域
で
の

生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
習
成

果
を
わ
か
ち
あ
う
こ
と
の
で
き
る
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
学
習
環
境
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
関
係
施
設
・
設
備
な
ど
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 



 

政
策
５

 
歴
史
の
継

承
と
創
造

 

国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
旧
島
松
駅
逓
所
や
特
別
天
然
記
念
物
野
幌
原
始
林
な
ど
の

貴
重
な
文
化
遺
産
、
太
古
の
様
子
を
物
語
る
自
然
化
石
な
ど
を
守
り
、
次
の
世
代
へ

正
し
く
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
市
民
が
身
近
な
も
の
と
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
み
、
正
し
く
理
解
し
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
 

   市
民
自
ら
が
、
郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
理
解
に
努
め
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
へ
継

承
す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
遺
産
を
あ
る
が
ま
ま
に
保
存
し
、
活
用
す

る
「
北
広
島
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
（
ま
る
ご
と
き
た
ひ
ろ
博
物
館
）
」
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
旧
島
松
駅
逓
所
や
特
別
天
然
記
念
物
野
幌
原
始
林
な
ど
の

貴
重
な
文
化
・
自
然
遺
産
、
太
古
の
様
子
を
物
語
る
自
然
化
石
な
ど
を
守
り
、
次
の

世
代
へ
正
し
く
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
市
民
が
身
近
な
も
の
と
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
み
、
正
し
く
理
解
し
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
広
葉
交
流
セ
ン
タ
ー
（
い
こ
～
よ
）
に
設
置
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ

ー
知
新
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
発
信
、

調
査
研
究
、
展
示
の
ほ
か
、
郷
土
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
中
心
的
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
民
自
ら
が
、
郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
理
解
に
努
め
る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
へ

継
承
す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
遺
産
を
あ
る
が
ま
ま
に
保
存
し
、
活
用

す
る
「
北
広
島
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
（
ま
る
ご
と
き
た
ひ
ろ
博
物
館
）」
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

政
策
６

 
読
書
活
動

の
充
実

 

北
広
島
市
図
書
館
は
、
平
成
1
0
年
（
1
9
9
8
年
）
に
オ
ー
プ
ン
し
、
開
館
後
1
0
年

で
貸
出
し
5
0
0
万
冊
に
到
達
す
る
な
ど
、
市
民
の
読
書
・
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
国
が
示
す
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
」

を
指
針
と
す
る
プ
ラ
ン
の
策
定
と
実
施
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

  現
在
の
図
書
館
や
学
校
図
書
館
は
、
民
間
事
業
者
・
市
民
な
ど
の
多
く
の
参
加
が

図
ら
れ
て
お
り
、
官
民
協
働
を
基
盤
と
し
た
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
成
長
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
策
定
と
、
地
域
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
た
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

北
広
島
市
図
書
館
は
、
平
成
1
0
年
（
1
9
9
8
年
）
に
オ
ー
プ
ン
し
、
開
館
後

1
0
1
7

年
で
貸
出
数
が
し
5
0
0
8
2
0

万
冊
に
到
達
す
る
を
超
え
る
な
ど
、
市
民
の
読
書
・
生
涯

学
習
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
国
が
示
す
「
こ
れ

か
ら
の
図
書
館
像
」
を
指
針
と
す
る
プ
ラ
ン
の
策
定
と
実
施
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上

に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
が
、
読
書

や
学
習
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
や
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
読
書
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
図
書
館
や
学
校
図
書
館
は
、
市
民
や
民
間
事
業
者
・
市
民
な
ど
の
多
く
の

参
加
が
図
ら
れ
て
お
り
い
る
こ
と
か
ら
、
官
民
協
働
を
基
盤
と
し
た
生
涯
学
習
の
拠

点
と
し
て
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
策
定
と
き
、
地
域
と
学
校
が

一
体
と
な
っ
た
実
施
取
組
み
自
主
的
に
読
書
活
動
が
行
え
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

政
策
７

 
芸
術
文
化

の
振
興

 

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
心
の
豊
か
さ

や
生
活
へ
の
潤
い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
人
々
の
芸
術
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
開
設
以
来
1
0
年
余
り
が
経
過
し
、
芸
術
文
化
を
鑑

賞
す
る
場
や
活
動
す
る
機
会
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
市
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
 

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
心
の
豊
か
さ

や
生
活
へ
の
潤
い
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
人
々
の
芸
術
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
開
設
以
来
1
0
1
7
年
余
り
が
経
過
し
、
芸
術
文
化
を

鑑
賞
す
る
場
や
活
動
す
る
機
会
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
市
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備
な
ど
、
青
少
年
の
芸
術
文
化
活
動
へ
の

支
援
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 



 

政
策
８

 
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推

進
 

市
民
だ
れ
も
が
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
築
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
、
団
塊
世
代
の
定
年
等
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
※
の
変
化

に
伴
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用
者
層
の
変
化
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
機
会
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
す
る
施
設
の
機
能
充
実

と
計
画
的
な
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
住
民
プ
ー
ル
の
簡
易
温
水
化
な
ど
施
設
の
機
能
の
向
上
や
、
市
民
が

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
学
校
体
育
施
設
の
開
放
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
 

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
小
中
学
生
の
運
動
不
足
や
体
力

低
下
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
、

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
幼
年
期
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
底
辺
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

市
民
だ
れ
も
が
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
築
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
、
団
塊
世
代
の
定
年
等
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
※
の
変
化

に
伴
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用
者
層
の
変
化
に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
機
会
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
す
る
施
設
の
機
能
充
実

と
計
画
的
な
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
住
民
プ
ー
ル
の
簡
易
温
水
化
な
ど
施
設
の
機
能
の
向
上
や
、
市
民
が

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
小
中
学
生
の
運
動
不
足
や
体
力

低
下
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
な
ど
が
問
題
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通

じ
て
、
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
幼
年
期
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
底
辺
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 





　
【
基
本
的
方
向
】

◇
『
基
本
的
方
向
』
見
直
し
箇
所

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉
、
人
権
、
平
和
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
・
能
力
の
育
成
な
ど
「
社
会
の
変
化
や
課
題

に
対
応
で
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

●
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉
、
人
権
、
平
和
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
て
主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
・
能
力
の
育
成
な
ど
「
社

会
の
変
化
や
課
題
に
対
応
で
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

○
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
魅
力
あ
る
教
育
活
動
や
安
心
し
て
教
育
活
動
が
行
え
る

学
校
づ
く
り
、
質
の
高
い
学
び
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
な
ど
社
会
の
変
化
や
実
態
に
あ
っ

た
教
育
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

●
質
の
高
い
学
び
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
や
安
心
し
て
教
育
活
動
が
行
え
る
学
校
づ
く

り
、
新
し
い
教
育
手
法
に
よ
る
魅
力
あ
る
教
育
活
動
な
ど
社
会
の
変
化
や
実
態
に
あ
っ
た

教
育
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

○
い
じ
め
・
不
登
校
の
問
題
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
専

門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

●
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
,
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と

専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

○
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
の
要
請
や
個
人
の
学
習
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
国
際
化
の
進
展
や
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
の
要
請
や
個

人
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
市
民
が
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
等

と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
を
進
め
ま
す
。

●
「
芸
術
文
化
振
興
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
芸
術
文
化
の
創
造
を
担
う
人
材
の
育
成
と
市

民
等
と
の
協
働
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

○
全
道
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、
大
き
な
目
標
を
も
っ
た
青
少
年
の
夢
と
希
望

を
実
現
す
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
全
道
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、
大
き
な
目
標
を
も
っ
た
青
少
年
の
夢
と
希
望

を
実
現
す
る
 競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

政
策
８
　
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

政
策
６
　
生
涯
に
わ
た
る
読
書
活
動
の
充
実

政
策
１
　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

政
策
２
　
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

政
策
３
　
や
さ
し
く
支
え
あ
う
教
育
連
携
の
推
進

政
策
４
　
学
び
あ
い
、
教
え
あ
う
社
会
教
育
の
推
進

政
策
７
　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興





　
【
施
策
】
　

◇
『
施
策
』
見
直
し
箇
所

★
新
規
施
策

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
学
力
検
査
等
の
結
果
を
生
か
し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
に
努
め
ま
す
。

●
学
力
検
査
等
の
結
果
を
生
か
し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
を
進
め
ま
す
。

●
確
か
な
学
力
を
よ
り
効
果
的
に
育
成
す
る
た
め
、
積
極
的
に
I
C
T
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
指
導
方
法
・
指
導
体
制
の
工
夫
改
善
を
図
り
ま
す
。

●
教
員
の
I
C
T
活
用
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
充
実
し
ま
す
。

○
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
食
の
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し

た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
・
設
備
の
整
備

を
促
進
し
ま
す
。

●
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
施
設
・
設
備
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
異
物
混
入
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
情
報
活
用
能
力
の
育
成
や
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
新
施
策
4
へ

○
望
ま
し
い
社
会
性
や
勤
労
観
･
職
業
観
を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
成
長
の
足
跡
を
確
か
め
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
人
材
育
成
を
目
指
す
「
き

た
ひ
ろ
夢
ノ
ー
ト
」
の
実
践
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
社
会
性
や
勤
労
観
･
職

業
観
を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
外
国
語
指
導

助
手
(
A
L
T
)
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
英
語
教
育
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
外
国
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)
の

活
用
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

施
策
5
：
健
や
か
な
体
を
育
て
る
教
育
の
充
実

政
策
１
　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

★
施
策
4
：
I
C
T
の
活
用
に
よ
る
教
育
の
充
実

施
策
7
：
社
会
の
変
化
や
課
題
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

施
策
3
：
健
や
か
な
体
を
育
て
る
教
育
の
充
実



　
【
施
策
】
　

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
家
庭
や
地
域
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
学
校
関
係
者
か
ら
の
学
校
に
対
す
る
評
価
や
結
果
、
教
育
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
地
域
に
周
知
す
る
な
ど
広
報
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

○
地
域
の
方
々
の
教
育
活
動
へ
の
参
加
や
学
校
資
源
を
地
域
へ
提
供
す
る
な
ど
学
校
と
地

域
の
双
方
向
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
取
組
み
な
ど
、
地
域
の

方
々
の
教
育
活
動
へ
の
参
加
や
地
域
へ
の
学
校
資
源
の
提
供
に
よ
り
、
学
校
と
地
域
の
双

方
向
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
土
曜
日
を
実
現
す
る
「
土
曜
授
業
」

を
推
進
し
ま
す
。

○
教
育
施
設
の
老
朽
化
や
児
童
生
徒
数
の
増
減
に
対
応
し
た
施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

●
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
や
耐
震
化
に
取
り
組
み
、
防
災
施
設
と
し
て
の
機

能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
数
の
増
減
に
対
応
し
た
学
校
施
設
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

○
家
庭
、
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
た
学
校
支
援
地
域
本
部
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
家
庭
や
地
域
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
学
校
関
係
者
か
ら
の
学
校
に

対
す
る
評
価
や
結
果
、
教
育
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
に
周
知
す
る
な

ど
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

政
策
２
　
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

施
策
9
：
教
育
環
境
の
整
備

施
策
8
：
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進



　
【
施
策
】
　

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

●
あ
た
た
か
な
家
庭
づ
く
り
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

※
市
総
合
計
画
へ
の
記
載
は
無
か
っ
た
が
、
教
育
基
本
計
画
に
記
載
し
て
い
る

●
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
や
氾
濫
す
る
情
報
へ
の
対
応
な
ど
、
家
庭
の
教
育

力
向
上
の
た
め
の
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

●
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
取
組
み
を

進
め
ま
す
。

○
い
じ
め
・
不
登
校
の
問
題
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、
訪
問
指
導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
、
不
登
校
児
童
生
徒
訪
問
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
専
門
的

知
識
を
有
す
る
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

●
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
臨

床
心
理
士
な
ど
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
新
し
い
形
の
い
じ
め
や
ト
ラ
ブ
ル
、
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
携
帯
電
話
の
取
扱
い
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
啓

発
を
図
り
ま
す
。

●
携
帯
電
話
の
取
扱
い
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
の
新
し
い
形
の
い
じ
め
や
ト
ラ
ブ
ル
、

犯
罪
被
害
や
生
活
習
慣
の
乱
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

●
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解

決
の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

○
青
少
年
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
把
握
と
早
期
解
決
に
向
け
、
学
校
や
中
央
児
童
相
談
所

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
青
少
年
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
把
握
と
早
期
解
決
に
向
け
、
学
校
や
中
央
児
童
相
談
所

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

●
児
童
が
放
課
後
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
や
活
動
が
で
き
る
よ
う
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

施
策
1
2
：
地
域
が
支
え
る
健
全
育
成
活
動
の
充
実

施
策
1
1
：
教
育
相
談
体
制
の
充
実

○
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
や
氾
濫
す
る
情
報
へ
の
対
応
な
ど
、
家
庭
の
教
育

力
向
上
の
た
め
の
学
習
機
会
や
市
民
・
関
係
団
体
と
連
携
し
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
し
ま
す
。

施
策
1
0
：
家
庭
の
教
育
力
向
上
へ
の
支
援
の
充
実

政
策
３
　
や
さ
し
く
支
え
あ
う
教
育
連
携
の
推
進



　
【
施
策
】
　

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
市
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
や
、
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
教
育
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
学
び
舎
・
楓
」
の
充
実
に
努
め
、
学
習
活
動

へ
の
効
果
的
な
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

●
市
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
 的
 確
 な
対
応
や
、
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
 適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
、
学
習
活
動
へ
の
効
果
的
な
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

○
学
習
や
研
修
の
機
会
を
提
供
す
る
公
民
館
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
学
習
や
研
修
の
機
会
を
提
供
す
る
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
郷
土
に
関
す
る
学
習
や
、
体
験
学
習
を
通
し
て
、
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
的
遺
産
を
大
切

に
守
る
心
を
培
い
、
自
ら
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
う
郷
土
愛
を
育
む
学
習
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

●
市
民
参
加
に
よ
る
郷
土
学
習
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
自
ら
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
う
郷

土
愛
を
育
む
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

施
策
1
4
：
地
域
や
世
代
を
見
据
え
た
学
習
機
会
の
充
実

施
策
1
3
：
市
民
の
学
習
活
動
へ
の
支
援 内
容
の
充
実
（
施
策
名
変
更
）

政
策
４
　
学
び
あ
い
、
教
え
あ
う
社
会
教
育
の
充
実

施
策
1
5
：
施
設
の
充
実
に
よ
る
学
習
環
境
の
整
備

政
策
５
　
郷
土
愛
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

施
策
1
6
：
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
推
進



　
【
施
策
】
　

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
市
民
が
求
め
る
資
料
と
情
報
の
提
供
を
図
る
た
め
、
図
書
や
雑
誌
な
ど
の
資
料
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
北
広
島
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
や
西
の
里
公
民
館
な
ど
の
図
書
室
及
び
図
書
館
の
整
備
・

拡
充
を
図
り
ま
す
。

○
図
書
館
フ
ィ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
な
ど
の
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
生
涯
を
通
し
た
読
書
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
図
書
館
フ
ィ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
な
ど
の
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
生
涯
を
通
し
た
読
書
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
市
民
と
の
協
働
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
学
校
図
書
館
を
中
心
と
し
た
読
書
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
市
民
と
の
協
働
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
校
図
書
館
を
中
心
と
し
た
読
書
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。

○
学
校
図
書
館
に
お
い
て
は
、
蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
、
保
育
園
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
学
校
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
の
絵

本
巡
回
事
業
「
小
豆
（
あ
ず
き
）
」
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
芸
術
文
化
創
造
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
芸
術
文
化
の
創
造
を
担
う
人
材
の
育
成
と
活
動
の

場
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

削
除
（
「
基
本
的
方
向
」
に
記
載
）

○
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
に
対
す
る
顕
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組

む
芸
術
文
化
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
に
対
す
る
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組

む
芸
術
文
化
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
市
民
が
芸
術
文
化
を
気
軽
に
体
験
で
き
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

●
各
種
公
演
や
講
座
、
体
験
教
室
な
ど
、
市
民
が
芸
術
文
化
を
気
軽
に
体
験
で
き
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

●
青
少
年
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
に
向
け
、
学
校
と
の
連
携
を
促
進
し
ま

す
。

政
策
７
　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

施
策
1
8
：
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

施
策
1
9
：
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

●
市
民
が
求
め
る
資
料
と
情
報
の
提
供
を
図
る
た
め
、
図
書
館
及
び
地
区
分
館
で
の
図
書

や
雑
誌
な
ど
の
資
料
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

政
策
６
　
障
害
に
渡
る
読
書
活
動
の
充
実

施
策
2
0
：
個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興



　
【
施
策
】
　

【
現
計
画
】

【
見
直
し
案
】

○
体
育
指
導
委
員
や
地
区
振
興
会
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
生
涯
学
習
振
興
会
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
北
広
島
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

に
お
け
る
選
手
の
強
化
育
成
や
底
辺
拡
大
、
指
導
者
の
養
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中

学
校
部
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
選

手
の
強
化
育
成
や
底
辺
拡
大
、
指
導
者
の
養
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
学
校
部
活
動

へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
に
対
し
て
支
援
を
行
い
団
体
の
組
織
強
化
と
育

成
を
図
る
こ
と
で
、
競
技
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
等
に
対
し
て
支
援
を
行
い
団
体
の
組
織
強
化
と

育
成
を
図
る
こ
と
で
、
競
技
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

施
策
2
2
：
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

施
策
2
3
：
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

政
策
８
　
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
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